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Ⅰ 調査の趣旨と調査概要 
  

1 目的 
 

 小山市では、生態系の頂点に立つコウノトリが

定着・繁殖するラムサール条約湿地「渡良瀬遊水

地」を擁する、都市環境と田園環境が調和したま

ちとして、小山市の現在の環境を将来にわたり維

持向上させていくため、これからのまちづくりを

「田園環境都市おやま」と呼び、SDGs の実践と

一体化したまちづくりに取り組もうとしている。 

 本調査は、上記背景を踏まえて、踏査（現地調

査）、地域の聞き取り調査、文献調査を実施して基

礎資料を作成し、小山市における持続可能な社会

実現に向けた「田園環境都市おやま」を具現化さ

せるとともに、市民・企業・市民団体・行政など

各主体に「田園環境都市おやま」を浸透させて各

種取組みの深化を図るものである。 

 

 
2 本調査の「風土性調査」としての性格付け 
 

 本調査は、地域の風土性（風土の性質、成り立

ち）に着目して行った。「気候風土」から「企業風

土」まで、人々になじみのある風土は、地域の自

然に人間が暮らしと生業を通して働きかけてかた

ちづくられる（詳細はⅡ章を参照）。 

 こうした風土の調査は、地域に暮らす市民とと

もに地域の自然と人間の関係のこれまでを知るこ

とに当たる。そして、そこから地域の持続可能な

あり方を考えてゆくことが可能となる。また、あ

る専門分野の中で行われる地域研究とは違い、調

べる対象は自然から社会、文化まで幅広く、それ

ら風土の要素を分析し、要素の間の関係を調べた

結果を総合・統合することで風土の成り立ちが読

み解けてゆくため、地域の実像を浮かび上がらせ

ることに結びつき得る。 

 このように、持続可能なまちづくりに市民と行

政が共同で取り組む際に依って立つ基盤と考えら

れる風土性調査として、本調査は実施することと

した。 

 

 
3 地域での各種調査 
 
令和 5年 9月 6日から10月 29日までを調査期

間として、踏査（現地調査）、簡易社会調査 2種（聞

き取り調査、アンケート調査）、文献調査を組み合

わせて行った。以下に、概要を示す。 

 

3-1 踏査 

 桑地区及びその周辺で踏査を行い、後述する文

献調査を適宜組み合わせて、調査地区の地理や動

植物の生態、地域の歴史や民俗に関する情報を収

集し、地理的条件が土地利用、都市環境・田園環

境それぞれの市街地・集落の構成にどのように生

かされ、建築物や土木構造物の形態等にどう影響

しているのか調査した。また、これらと地域の人々

の生活や生業との関係性や、どのように地域の産

業や文化等を生みだし発展させ、現在の風土形成

にいたっているかについて調査を行った。 

 踏査は、必要に応じて市担当者と業務受託者が

共同で実施した。 
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3-2 簡易社会調査１ ̶ 地域の聞き取り調査 

 当該地区の将来のまちづくりに資するキーパー

ソンを対象に、グループインタビューとして聞き

取り調査を行った。 

 

3-3 簡易社会調査２ ̶ アンケート調査 

 現地調査と聞き取り調査をもとに、調査地区在

住の市民が知る情報等をさらに少しでも多く集め

ることと、「田園環境都市おやま」の具現化に向け

た取組みの周知を目的として、地域の現状や課題

それらに対する意見等を尋ねるアンケート調査を

行った。 

 
3-4 文献調査 

 各調査に必要な情報収集のため、当該地区に関

連する各種文献について調査を行った。なお、市

は業務受託者へ市史や調査対象地区に関した資料

を貸与もした。 

 

 

4 調査報告 
 

 風土性調査の結果を調査地区在住の市民に伝え

る報告発表を下記日程、会場において行った。 

 

・	日程 令和 5 年 11 月 24 日(金) 18:00-19:30 

・	会場 桑市民交流センター (マルベリー館)    

   多目的ホール 

 

 

5 田園環境都市おやまビジョン基礎資料の作成 
 

 上記 4 で行った報告と当日の質疑応答の結果を

踏まえて、「田園環境都市おやま」を具現化させる

とともに、市民・企業・市民団体・行政など各主

体に「田園環境都市おやま」を浸透させて各種取

組みの深化を図るための基礎資料として、本報告

書を作成した。 
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Ⅱ 踏査および文献調査による報告 
 

1 桑地区の概況 
 
桑地区の位置、面積、人口と沿革 
 
 桑地区は小山市の北部に位置し、おおよそが宝
木台地の上にある。桑地区は、明治 22 年（1889）
の町村制施行にあたり羽川宿、飯塚宿の二宿と東
山田村、北飯田村、萱橋村、鉢形村、向野村、出
井村、荒井村、喜沢村、南半田村、三拝河岸村の
十村が合併した桑村をもととする。地区の面積
30.57km2は市の面積の約 17.8%、人口 20,763 人
は市の人口の約 12.5%を占めている。（令和 4年 4
月1日現在。「令和4年度版小山市統計年報」より）。 
 今日の桑地区は、13 の大字名（上に挙げた二宿
十村に東島田が加わる）と一つの町名（扶桑）で
呼ばれる 14 の区域から成り立つ。 
 
台地の上に残された水と緑のモザイク 
 
 桑地区の大半は宝木台地の上にあるが、地区の
北西を流れる姿川の西岸が鹿沼台地に属す。姿川
の他にも水は台地の上に谷を幾筋も刻み、谷と谷
の間には平地林が残り、これらの谷と平地林が折
り重なる風景が広がる。 
 宝木台地は、小山市より北側では幅がおおむね
2.5~3.5km であるが、小山市の北縁で約 5.5km、
南縁では約 25km に幅が増す。この幅の変化が関
係してか、台地北部の宇都宮市で釜川や新川を除
く谷は短い距離で東西の低地へ下りているが、南
部では上三川町から台地の上に長くのびた谷が増
える。桑地区では、これらの谷の起点や合流点の
下流側にため池が 5 ヶ所つくられた。そのうち、
広さや水量は変わったが、地区東部に西仁連川（に
しにれがわ/江川）水源地の弁天沼と同川の支流に
つくられた山田沼および四ツ沼、地区中部には大

沼と、今も 4 ヶ所がある。琵琶塚古墳の東側に、
姿川の旧河道も残っている。 
 陸地の水域は、川や水路など水が流れる動水、
沼や池など水が止まる静水、湿地の 3 つに大別で
き、桑地区では大小の動水、静水、湿地からなる
水辺が、平地林や農地と共に水と緑のモザイクを
かたちづくる。開発が進む中、こうした環境を求
める生き物が地区に留まっている。 
 
地下水をはじめとした水の利用と農業 
 
 宝木台地は、主に思川や鬼怒川が運んだ土砂か
らでき、その中を地下水が通っている。弁天沼や
白鬚神社の湧き水「御神水（おみたらすい）」は、
地下水を水源とする。 
 市内の台地の上には深さ 7m 未満の井戸が多く、
桑地区では全体に分布していた。大きな川はなく
ても井戸水や湧き水、雨水が暮らしや農業に使え、
人々は谷に田をつくり、高台には主に肥料や燃料
を得る平地林を残した他、畑と樹園地を拓いた。
平地林では、木々の枝葉や幹を雨水が伝い下り、
表土に染み込んで水が養われた。やがて新田開発
などのために水がより多く求められるようになり、
明治期に機械揚水技術が導入されてからは姿川や
思川から水が引かれた。 
 こうした桑地区の農業について、経営耕地面積
（「令和 4 年度版小山市統計年報」）を参考に見て
みると、地区の農家が経営する畑 334.2ha、樹園
地 33.81ha とも市内の地区中 1位で、それぞれ市
全体の約 34.7%、約 44.9%を占めている。樹園地
には、果樹や庭木、山苗（林業種苗）が植えられ
る。 
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2 地域の自然について 
 

 

       図 1 風土の定義  
 
 実際に地域を見て歩く踏査と、地域について書かれた書籍や論文に学ぶ文献調査を組み合わせて、地
域の風土性について調査を行った。この調査は、はじめに「地域の自然について」、次に「地域の自然へ
の人の働きかけについて」、続いてそのようにかたちづくられた「地域と人々の心身の結びつき」につい
て、そして「景観から読みとれるその他のこと」を調べて記述する流れで実施した。 
 以下、その結果を市民への視覚的な説明にも用いられるようにスライドショーとして整理したものを、
順に掲載する。図 1には、再び風土の定義を示した。 
---------- 
出典｜薗⽥稔編『神道』（弘⽂堂、1988 年、総 372 ⾴）。アルフレッド・シュッツ、トーマス・ルックマン『⽣活世界の
構造』（那須壽監訳、筑摩書房、2015 年、総 634 ⾴） 
 
 なお、踏査は以下の日程で実施した。 
10 月 08 日(日) 東山田 
    10 日(火) 出井・鉢形・向野 
    11 日(水) 喜沢・東島田・三拝川岸・羽川 
    13 日(金) 三拝川岸・扶桑・南半田・飯塚 
    28 日(土) 喜沢・羽川・出井・荒井 
    29 日(日) 鉢形・東山田・北飯田・萱橋・喜沢    
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       図 2 小山市の地区区分と桑地区の位置 
                                          
 市域は、旧町村の区分に基づいて 11 地区に分けられ、当地区はその中央部南側に位置する。 
出典｜国⼟地理院 地理院地図 http://maps.gsi.go.jp/ （廣瀬改変 2023）

 

 
       図 3 小山市と桑地区の地形。姿川の西側は、鹿沼台地の南端に当たる。 
---------- 

出典｜国⼟地理院 地理院地図 http://maps.gsi.go.jp/ （廣瀬改変 2023）
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       図 4 桑地区の大字名と町名 
---------- 

出典｜国⼟地理院 地理院地図 http://maps.gsi.go.jp/ （廣瀬改変 2023）

 

 
       図 5 地区の範囲に明治期の低湿地の分布図を重ねる。大字と地形の関係が見てとれる。 
---------- 

出典｜国⼟地理院 地理院地図 http://maps.gsi.go.jp/ （廣瀬改変 2023）  
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      図 6 西から東へと視点を移して、大字の境または中を通る谷のいくつかを見る。 
 

 各侵食谷に川や水路が流れ、谷を挟む斜面に樹林が残るさまを「樹林と谷が折り重なる」と表した。 

 

 
       図 7 昭和 49 年（1974）の調査からわかった市内の家庭の井戸と地下水位の分布。 
---------- 

出典｜国⼟地理院 地理院地図 http://maps.gsi.go.jp/ （廣瀬改変 2023） 

   ⼩⼭市史編さん委員会編『⼩⼭市史 通史編 I ⾃然 原始・古代 中世』⼩⼭市、1984 年、33-38 ⾴ 
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             図 8 白鬚神社の湧水（上段・写真）と宝木台地の地下水の垂直分布について 
---------- 
出典｜⼩⼭市史編さん委員会編『⼩⼭市史 通史編 I ⾃然 原始・古代 中世』⼩⼭市、1984 年、33-38 ⾴ 

 

 
      図 9 栃木県の河川流域圏図。雨や雪が地表を伝い集まって川をつくる範囲を確かめる。 
---------- 

出典｜国⼟地理院 地理院地図 http://maps.gsi.go.jp/ （廣瀬改変 2023） 
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      図 10 栃木県の河川流域圏と小山市周辺の台地の分布 
---------- 

出典｜国⼟地理院 地理院地図 http://maps.gsi.go.jp/ 

   栃⽊県「栃⽊県地盤変動・地下⽔位調査報告書」2013 年、20-28 ⾴（廣瀬改変 2023） 

 

 
       図 11 栃木県の河川流域圏、小山市周辺の台地と自然公園、林業地の分布 
---------- 

出典｜国⼟地理院 地理院地図、栃⽊県「栃⽊県地盤変動・地下⽔位調査報告書」2013 年、20-28 ⾴ (廣瀬改変 2023) 
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       図 12 昭和 49 年（1974）に調査した家庭用地下水利用図を宝木台地の範囲に重ねる。 
---------- 

出典｜⼩⼭市史編さん委員会編『⼩⼭市史 通史編 I ⾃然 原始・古代・中世』⼩⼭市、1984 年、33-38 ⾴ 

 

 
       図 13 小山市北部周辺での宝木台地の東西の幅の変化と侵食谷の分布を見る 
 
 宝木台地は上三川町多功以南で幅が広がり、すぐに東西へ下りず南下する谷があらわれる。 
出典｜国⼟地理院 地理院地図 http://maps.gsi.go.jp/ 

 



Ⅱ 踏査および⽂献調査による報告 

 

	

	

11	

3 地域の自然への人の働きかけについて 
 

 
       図 14 宝木台地の上での農業用水の確保に関した記述を読む。 
---------- 

出典｜⼩⼭市史編さん委員会編『⼩⼭市史 通史編 III  近現代』⼩⼭市、1987 年、667-678 ⾴ 

 

 
       図 15 小山市内のため池、ため池跡の分布状況を確かめる。 
---------- 
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出典｜国⼟地理院｜地理院地図 http://maps.gsi.go.jp/  (廣瀬改変 2023)  

 
       図 16 桑地区におけるため池整備の経緯、および谷の位置を見る 
---------- 

出典｜⼩⼭市史編さん委員会編『⼩⼭市史 通史編 I ⾃然 原始・古代 中世』⼩⼭市、1984 年、7-10、31-32 ⾴ 

 

 
       図 17 西から大沼、四ッ沼、山田沼、弁天沼の順に見る。 
 

 西から東へ視点を移しながら、桑地区のため池、ため池跡の状態を確かめる。 
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       図 18 小山市立羽川小学校前、羽小桜通りから国道 4号線を見る。羽川。2023/10/11。 
---------- 

出典｜⼩⼭市史編さん委員会編『⼩⼭市史 通史編 III  近現代』⼩⼭市、1987 年、187 ⾴  

 

 
       図 19 小山市の市街化区域と桑地区の位置関係を確かめる 
---------- 

出典｜国⼟地理院｜地理院地図 http://maps.gsi.go.jp/ 

   総務省｜e-GOV｜都市計画法 https://elaws.e-gov.go.jp/document?lawid=343AC0000000100 (2022-12-09 参照) 
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       図 20 古代の東山道、中世の鎌倉街道と宝木台地、現在の栃木県、小山市の位置関係 
---------- 
出典｜野上道男「関東とその周辺地域の地質」『⽇本の地形 4 関東・伊⾖⼩笠原』東京⼤学出版会、2000 年 (廣瀬改変 2021)  

   ⼩⼭市教育研究所編『⼩⼭の⾃然と社会』⼩⼭市教育委員会、1965 年ほか 

 

 
       図 21 摩利支天塚古墳、摩利支天尊神社。飯塚、桑地区。2021/10/20 
---------- 
出典｜阿部昭・橋本澄朗・千⽥孝明・⼤嶽浩良『栃⽊県の歴史』⼭川出版、1998 年、総 337 ⾴ 
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	 	 	 	 	 	 	図 22 琵琶塚古墳。飯塚、桑地区。2021/10/20。古墳は、古代に西日本から伝わった。 
---------- 
出典｜⽂化庁｜⽂化遺産オンライン｜琵琶塚古墳｜https://bunka.nii.ac.jp/heritages/detail/160748 (2021-12-20 参照)  

 

 
       図 23 小山市周辺の地形に主要街道の分布を重ねる。  
---------- 
出典｜奥⽥久『内陸⽔路の歴史地理学的研究 − 近世下野国の場合』⼤明堂、1977 年、総 168 ⾴ 
   ⼩⼭市教育研究所編『⼩⼭の⾃然と社会』⼩⼭市教育委員会、1965 年、総 158 ⾴ 
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      図 24 日光街道 (日光道中) と市域の脇道  
---------- 

出典｜⼩⼭市史編さん委員会編『⼩⼭市史 通史編 II 近世』⼩⼭市、1986 年、260 ⾴ 

 

 
       図 25 旧日光西街道 (左上) と旧日光街道 (右上) の一里塚、および両街道の分岐点 (下) 
---------- 
出典｜関 正『⼩⼭市の野仏 No. 3 【桑地区】̶栃⽊県⼩⼭市桑地区「野仏所在調査編」』⼩⼭歴史研究会、2019 年、⼝ 
   絵説明⽂ 
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       図 26 渡良瀬川、巴波川、思川、鬼怒川の河岸の分布 
---------- 
出典｜奥⽥久監修『栃⽊の⽔路』栃⽊県⽂化協会、1979 年、総 376 ⾴ 
   町史編さん委員会編『図説 国分寺町の歴史』国分寺町、2000 年、138 ⾴ 

 

 
       図 27 台地上での侵食谷の発達過程を表わした概念図 (廣瀬 2023) 
---------- 
出典｜⽥辺晋「関東平野中央部における沖積層の基盤地形」『地質学雑誌』127 (10)、2021 年、635-648 ⾴ 
   ⼩⼭市史編さん委員会編『⼩⼭市史 通史編 I 』⼩⼭市、1984 年、667 ⾴ 
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       図 28 桑地区の空中写真に市街化区域の範囲 (図中の黄色の線) を重ねる。 
---------- 

出典｜国⼟地理院｜地理院地図 http://maps.gsi.go.jp/ (廣瀬改変 2023)  

   ⼩⼭市教育研究所編『⼩⼭の⾃然と社会』⼩⼭市教育委員会、1965 年、総 158 ⾴ 

 

 
       図 29「日光道中絵図巻 5 野木宿より小金井宿まで」。 ※出典は次頁に示す 
---------- 

出典｜⼩⼭市史編さん委員会編『⼩⼭市史 通史編 II  近世』⼩⼭市、1986 年、266 ⾴ 
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       図 30 「日光道中絵図巻」に描かれた土塁 (左) と残存する土塁の現況 (右上、右下) 
---------- 

出典｜「⽇光道中絵図巻 5 野⽊宿より⼩⾦井宿まで」国⽴公⽂書館デジタルアーカイブ 

    https://www.digital.archives.go.jp/img.L/1603304 CC0 

   伊澤昭「郷⼟ 喜沢の話 (1) 」喜沢東部・中部・南部・北部⾃治会、2022 年、3 ⾴ 

 

 上記の伊澤昭「郷土 喜沢の話 (1) 」からの引用文を、別の文献を参照して補足する。関正 (2019) は
喜沢地名を、『角川日本地名大辞典 9 栃木県』 (1984) からの抜粋を示して「喜沢」が中世から近世に
かけて「木沢」と書かれたことを指摘している。「慶長 15 年 11 月本多正純の小山牛頭天王社領寄進状で
は木沢新田 15 石とあり」、「『元禄郷帳』では木沢村と見え 220 石余」などがその例である。慶長 15 年
は近世、江戸時代に入った西暦 1610 年、元禄年間は同 1688-1704 年で、関同著にはまた寛延 4年 (1751)  
の「奥州道中 増補行程記」に「木澤村」と書かれていること、天保 14 年 (1843) の「御成之節喜沢村
御固絵図」はその題に「喜沢村」とあることが記されている。同じく天保 14 年 (1843) の「日光道中絵
図」でも村名は「喜沢村」と図中に書かれている。 
 伊澤同著、関同著については、次章「地域と人びとの心身の結びつき」でも紹介する。 
出典｜関正『⼩⼭市の野仏 No. 3 【桑地区】̶栃⽊県⼩⼭市桑地区「野仏所在調査編」』⼩⼭歴史研究会、2019 年、41、 

   46、48、49、52、54 ⾴ 

   静岡県⽴中央図書館｜和暦⻄暦対照表 (近世) ｜ 

   https://www.tosyokan.pref.shizuoka.jp/contents/institution/wareki_seireki_E.html (2023-12-27 参照) 
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4 地域と人々の心身の結びつき 
 

 
       図 31 東部・中部・南部・北部の各自治会員向けに制作された「郷土 喜沢の話」。 
---------- 

出典｜伊澤昭「郷⼟ 喜沢の話 (1) 」喜沢東部・中部・南部・北部⾃治会、2022 年 

 

 
       図 32 住民自らが訪問地とコースを定めて制作した桑地区の案内地図。 
---------- 

出典｜「桑⻄部・中部・東部 歴史・⽂化・⾃然散策コース 案内地図」桑地区わがまち発掘推進協議会 
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       図 33 野仏を建立、移設した由来からも地区の歴史がうかがい知れる。2018 年調べ。 
---------- 
出典｜関正『⼩⼭市の野仏 No. 3 【桑地区】̶栃⽊県⼩⼭市桑地区「野仏所在調査編」』⼩⼭歴史研究会、2019 年、5 ⾴ 

 

 
       図 34 地区まちづくり構想に基づいて整備された羽川地区の主要区画道路と沿道の公園。 
---------- 
出典｜⽻川地区まちづくり推進委員会「⼩⼭市地区まちづくり構想の概要 (⽻川地区) 」2008 年、1 ⾴ 
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       図 35 まちづくり推進団体「トンボの里 東山田上」メンバーとの合同踏査より 
       (左: 弁天沼。右: 山田沼) 。東山田。2023/10/08 
---------- 
出典｜「トンボの⾥ 東⼭⽥上」メンバーとの合同踏査に際して⾏った聞き取り調査より。2023 年 10 ⽉ 8 ⽇ 
 

 
      図 36 荒井団地有志の共同農場「地域の楽園」。荒井。2021/10/28 
 

 平成 26 年 (2014) オープン。耕作面積は約 1,000m2 (300 坪) 、会員は 12 名 (写真左の書面より) 。 
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      図 37 桑地区の各所で見られる果樹園を写す。 
 

 一般に気候が冷涼な地域で栽培されるリンゴから、熱帯各地で栽培されるパパイヤまでが見られる。 
 

 
      図 38 山苗の圃場の一つ。荒井。2023/10/28 
 

 スギが育苗される例。手前は、チャノキの栽培と防風、防犯などを兼ねた茶垣である。茶垣の奥にカ
キノキ、その樹下に半日陰でも育つミョウガ、サトイモが植えられ、果樹の樹下が有効に利用される。 
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5 景観から読みとれるその他のこと 
 

 
      図 39 小山北桜高校前の幅員約 9mの歩道は、同校内の圃場と共に園地的な環境を成す。 
---------- 

出典｜国⼟地理院｜地図・空中写真閲覧サービス  https://mapps.gsi.go.jp (2023-11-22 参照) 

 

 
      図 40 子供が遊べる公園の整備は、地区内のこれらの公園などを参考に行うことも考えられる。 
---------- 

出典｜⼩⼭市・LLP ⾵景社「桑地区 ⾵⼟性調査 アンケート・グループインタビュー概要報告」2023 年 11 ⽉ 24 ⽇、4 ⾴ 
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      図 41 栃木県が準絶滅危惧種に指定するオオムラサキ。harum.koh 撮影、CC BY-SA 2.0  
---------- 

出典｜⼤⾕地区わがまち元気発掘事業推進協議会編『⼤⾕郷⼟誌』発⾏同左、2015 年、32、36 ⾴ 

 

 
      図42 大谷各地区で2015年に生息が確認された同蝶は、市内では一度絶滅したと見られていた。 
---------- 

出典｜⼩⼭市史編さん委員会編『⼩⼭市史 通史編 I  ⾃然 原始・古代 中世』⼩⼭市、1984 年、110 ⾴ 
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      図 43 同蝶が食樹とするエノキの複数の個体を鹿島神社で見る。北飯田。2013/10/29 
---------- 

出典｜⼩⼭市史編さん委員会編『⼩⼭市史 通史編 I  ⾃然 原始・古代 中世』⼩⼭市、1984 年、110 ⾴ 

 

 
      図 44 オオムラサキの保護に必要な条件について書かれた論文より引用する。 
---------- 

出典｜⼩林隆⼈・⾕本丈夫・北原正彦「森林⾯積率とエノキおよびオオムラサキの⽣息密度との関係」『保全⽣態学研究』 

   9 (1): 2004 年、1-12 ⾴ 
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      図 45 DNP 創発の杜 箱根研修センター第 2。神奈川県箱根町。2010/07/26 
 
 富士・箱根・伊豆国立公園内の敷地で、放棄ヒノキ植林への施設建設に際して自然林の構成への林層
転換を意図した。建築範囲外ではヒノキを間伐し、そこへ建築範囲から広葉樹を移植した (下図参照) 。 

 

 
      図 46 DNP 創発の杜 箱根研修センター第 2。植生回復計画図 
---------- 

出典｜廣瀬俊介・⽥賀陽介「開発を契機に放置林の⽣態系修復を試みた環境デザイン」⽇本景観⽣態学会⼤会発表資料、2016 年 
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      図 47 桑地区には、その他の稀少な生物の生息の条件を満たす環境も残るようである。 
---------- 

出典｜環境省｜ミゾゴイ保護の進め⽅の公表について (2016/06/13) https://www.env.go.jp/press/102646.html 

   栃⽊県｜レッドデータとちぎ WEB http://tochigi-rdb.jp/ ※ミゾゴイは絶滅危惧 I 類 (県カテゴリ) 

  

 
      図 48 コンクリートを用いて整備された水路に見られる水生生物の例。飯塚。2023/10/13 
---------- 

「⼈の便益」について参照｜『国連ミレニアム エコシステム評価 ⽣態系サービスと⼈類の将来』オーム社、2007 年 
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１ ⽬的と実施概要 
 
１-1 ⽬的について 
 
 桑地区で暮らす⼈々の⽣活や意識をできうる
限り実情に近いところで把握すること。特に、過
去と現在の⽣業や⽣活の様⼦、地域をどのように
認識しているか、桑地区で暮らしながら、⼤切に
守っていきたい地域の宝や、逆に解消したい困り
ごとなどについて、どのような考えを抱いている
かなどについての把握を試みる。また、それらの
関係性を読み解くことで、桑地区および⼩⼭市域
全体での⽥園環境都市おやまビジョンの⼿がか
りを得ることを⽬的とする。 
 
1-2 実施概要について 
 
 令和 5 年 8 ⽉から令和５年 10 ⽉にかけて、下
記の 2 種類の簡易社会調査を⾏った。 
①座談会形式のグループインタビュー 
②無作為抽出による 2500 世帯への郵送による 

アンケート 
 
⾃治会への説明や広報周知は下記の通り。 
・6 ⽉ 19 ⽇：⾃治会⻑会議の後に時間をいただ

き説明会を実施（桑公⺠館にて）。郵送による
アンケート調査の説明と、選択肢（案）につ
いてのご意⾒を伺う。 

・広報おやま８⽉号の回覧時に：⽥園環境都市
推進課より「⾵⼟性調査に⼊る」ことの説明
と周知 

 
 
 

 
 
 
1-3 座談会形式のグループインタビュー 
について 

 
⑴ 特に考慮したこと 

アンケート調査では、本調査で⽴てた⽬的達成
のためには、設問や提⽰する選択肢が、住⺠が「⽇ 
頃考えていること」「伝えたいこと」「語りたいこ
と」に沿っているかどうかが重要になる。そこで
グループインタビューを先⾏して⾏い、そこで語
られたことをもとに、アンケートの質問における
選択肢を設定することを基本としている。スケジ
ュール的に⼀部のインタビューがアンケート作
成には反映されない場合もあり、⾃治会⻑を対象
とした説明会において、地区での困りごとや⼤切
に守りたいものなどについてご意⾒を聞かせて
いただいた。 
 
⑵ 実施時期と対象者について 
 次の３つのグループで実施した。 
①⾃治会⻑の皆様：9 ⽉ 6 ⽇ 
⼩⼭市⾃治会連合会桑⽀部より、現在、⾃治会⻑
を勤めている⽅から出席可能な⽅、60代 70 代の
５名に依頼。当⽇は４名が参加 
②⼦育て世代の皆様：9 ⽉ 13 ⽇ 
桑地区こども会育成会連絡協議会より、⼩学⽣・
中学⽣・⾼校⽣のお⼦さんがいる家庭から⼥性６
名および連合会会⻑の男性１名、合計７名が参加 
③農業従事者の皆様：9 ⽉ 26 ⽇ 
50 代から 70代の専業農家の⽅、男性 4名、⼥性
１名の計 5名が参加 
 
⑶ 全ての聞き取りにおいて、共通の質問内容 
①⾃⼰紹介として〜桑地区とのご縁、仕事や地域
での活動、⽣活圏について 
②地区の昔と今。変わったこと変わらないこと 
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③地区で暮らすなかで感じる、解消したい困り事 
④地区の⼤切に守り、未来につなぎたいもの 
⑤都市部と⽥園部は、これからどんな関係を築い
ていくと良いか等、これからの⼩⼭市のまちづく
りへの意⾒ 
以上に加えて、それぞれのグループの特性に即

した質問（⼦どもたちの帰宅後や休⽇の過ごし⽅、
農業の今と昔、など）を加えて聞き取りを⾏った。 
 
また、踏査において、東⼭⽥上⾃治会の会⻑はじ
め⾃治会の皆様 10 名に地区内のご案内いただき
ながら話を伺えたので、その記録も踏査時の聞き
取り記録として掲載する。 

 
1-4 アンケート調査について 

 
⑴ アンケート調査（紙の調査票） 
実施⽅法１ 
・無作為抽出により 2,500 名を対象に郵送で実施。 
・8 ⽉ 29 ⽇に発送し、9 ⽉ 30 ⽇を締切とした。 
実施⽅法２ 
・紙の調査票の郵送と並⾏して、対象世帯以外で
も回答をいただける場合の受け⽫として、回覧チ
ラシで告知を⾏い、インターネット(グーグルフ
ォーム)での調査も実施し、10 ⽉ 15 ⽇を締切と
した。 
・郵送の対象世帯でもアンケートに回答した⽅
以外の家族も回答いただける場合の受け⽫とし
ても想定し、郵送に際しQRコードを記載した依
頼書も同封した。 
 
回答数  
・724 件  
内訳：郵送による回答：630 
   インターネット回答：94 

・郵送での回収率 25.3％  
宛先不明での戻り 12 通を除外した 2488 を⺟
数として算出 

・集計有効数：706 件  締め切りを⼤幅に過ぎ 
て届いた等の 18件を除外して 706 件で集計   
  
集計結果を、「⼩⼭市桑地区アンケート調査 集計
結果報告書」にまとめ別添資料とした。 

 

２ 結果整理の⼿法について 
 
グループインタビューにおいては、下記の３種

の記録を作成し、③を本報告書に掲載している。 
①書き起こしデータの作成  
②個⼈情報を残した形で、座談会の時系列に発⾔
内容をまとめたもの  
③個⼈情報を抜き、発⾔内容を、時系列ではなく、
いくつかのテーマやトピックごとに編集した記
録。発⾔内容に関連した史実や、少し曖昧な記憶
に基づく参加者の話を裏付ける記録などを、脚註
の形で、各種⽂献から転載し補⾜する。 
 アンケート調査については、単純集計と、主要
な質問において属性との相関をみるクロス集計
を⾏った。概要版を次章の調査結果に掲載し、全
データは、別添資料（アンケート調査集計結果報
告書）に掲載する。 
  グループインタビューと、アンケートの結果に
ついては、個々の検証に加えて、得られた情報の
関連性などを読み解き、ビジョン策定に向けた報
告会やワークショップなどの基礎資料として活
⽤していく。 
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３ 各調査の結果報告 
3-1 グループインタビューの記録 
 

この章ではグループインタビューで⾏った聞き
取りの成果を、開催順に掲載する。初めに、語ら
れたことを概観するために各回記録の⾒出し⼀
覧を掲載し、次に各調査で語られた内容を掲載す
る。 
 
 

1｜⾃治会リーダーの⽅々 
 
１：参加者の⾃治会の概況 
飯塚自治会 
喜沢中部自治会 
生井住宅 
羽川自治会 

２：農村地帯としての問題 
課題が多い農村地帯 
桑畑・カンピョウ 栽培の激減について 
平地林 

３：住⺠の活動が活発な桑地区の特性 
マルベリー館建設の懇話会をきっかけに 
げんきフォーラム桑の農産部門 

４：地域コミュニティの課題と可能性 
新住民との関係、地域の祭りや行事 
子どもたちへ残す体験を 

５：未来に残していきたい⼤切なもの 
 
 
２｜⼦育て世代の⽅々 

 
１：⼦どもが通う⼩学校の規模 

羽川小学校 
萱橋小 
羽川西小学校 
 

 
２：育成会や P T A の活動 

規模や人数の差による運営上の問題  
薄れていくコミュニケーション 

３：⽣活の利便性について 
桑地区の地理的位置 
日常生活での困りごと 
治安について 

４：未来に残していきたい⼤切なもの 
 
 
３｜農業従事者の⽅々 

 
１：参加者の営農などの概況 
２：桑地区ならではの農業や栽培作物の変遷 
牛の肥育 
山苗と養蚕 
桑苗と養蚕 
養蚕が廃れた後の野菜栽培 

３：桑地区での課題 
世代的な差異 
新しい住宅に住む方からの苦情 
遊休農地の問題 
経営上の課題 
後継者問題 
担い手不足ではなく土地あまりの状態 
集まって話す機会がない 

４：農村部と都市部との繋がりについて 
 
 

４｜東⼭⽥上⾃治会 
 
◎⼈⼝と世帯数 ◎弁天沼と⻄仁連川 ◎⼭ 
⽥神社 ◎農地と⾵景の変化 ◎北桜⾼校 
◎⼭⽥沼 ◎空き家の問題 ◎ホタル 
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------------------------------------------------ 
１｜⾃治会リーダーの⽅々 
参加者：４名（男性４名）。⽣まれも育ちも桑地区の⽅や、 

⼩⼭地区で⽣まれ育ち結婚と新居購⼊を機に桑地区に移 

った⽅、定年後に⾃治会⻑を引き受け、様々な地域活動を 

⾏っている⽅々。 

実施：2023 年９⽉６⽇ 18 時〜19 時 30 分 

場所：桑市⺠交流センター（マルベリー館） 

------------------------------------------------ 
 

１：参加者の⾃治会の概況 
 
飯塚自治会 
◎思川がある川べりの地区の⾃治会⻑です。飯
塚というところは桑地区でも⼀番地で、農村地
帯で⽥んぼがあって、川に囲まれている。思川
と姿川が合流する地区。国指定の古墳が⼆つ、
摩利⽀天塚古墳と琵琶塚古墳があり、昔から⼈
はそれなりに住んでいたようなところ。 
◎飯塚は江⼾時代は宿場町として栄え、屋号の
あるお宅も多い。 
◎今は純農村地帯として、⽥んぼが広がり畑も
あるが、専業農家は減って、耕作していても兼
業で勤め⼈も多い。農業を全くやっていない⼈
も多い。 
 
喜沢中部自治会 
◎喜沢は四つの⾃治会があり、喜沢の分岐点を
中⼼として、東と北と南と中部ということで四
つに分かれている。線路から東に関しては⽥畑
が多くて、喜沢の南部と中部に関しては商業地
区か⼯業地区が半分以上を占めている。 
◎いろいろな地⽅や都会から引っ越してきた⽅
が次第に多くなり、防災防犯に関する⼼配の声
も出てきた。敬⽼事業や⾃主防災会も⽴ち上げ
て 3年。コロナ禍で全然活動ができなかった
が、今年からは 9 ⽉ 10 ⽇に⾃主防災訓練を実
施。安⼼安全を第⼀に考えた⾃治会運営を⾏

う。 
 
生井住宅 
◎桑地区⻄部にある住宅団地の⾃治会。五⼗数
年前に、祖⽗たちの代が⼭（平地林）だったと
ころを半分開拓して、⼾建て住宅を約 40棟、集
合住宅（アパート）を 2棟建てた。桑地区の中
でも、舗装道路ができたり景観が変わったとこ
ろもあるが、ここは、ほとんど景観が変わって
いない。ほとんどが⼭と畑。 
◎住⼈も⾼齢化し、独居⽼⼈が多い。７、８年
前から⼼配になり、⼤家でもあるので家賃の集
⾦など、⾯談という形で話を聞きながら接して
いる。 
 
羽川自治会 
◎⽻川は 10 の⾃治会に分かれていて⾃治会に⼊
っている⼈が 2200 ⼈ぐらい、⼊らない⼈を⼊れ
るとアパートなども含めて所帯としては 3000 ⼾
ぐらい。昭和の初めごろは、50数世帯しかなか
ったところ。どんどん家が増えてきた。 
◎祭りも続いている。他のところと違って⽻川
は神社が作ったお神輿ではなく⾃治会が作った
お神輿。⾃治会の⼈が汗をかいて作ったお神
輿。地域をなんとかしよう、⼦どもに楽しんで
もらえるようなことをやろう・・・という考え
が昔からある地域。そういう気持ちが伸びてい
くことを通して、⽻川のまちづくりは、道路建
設や地域が抱える問題など専⾨的なことは⾏政
にやってもらっているが、あくまでもその上に
⾃治会があり、⾃治会が主体でまちづくり、と
いうこと。やる気さえあればなんとかできるか
なと思っている。 
 
２：農村地帯としての問題 
 
課題が多い農村地帯 
◎⽶は価格が低いから採算が合わない。肥料代
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が上がり、耕作放棄地もさらに増えて、イノシ
シやシカなども川を伝って⼊ってきているの
で、獣害対策も必要になる。 
◎住んでいる住⺠の出⼊りは少なく、超⾼齢化
地区で若い⼈は少ない。市内ではあるが、過疎
といえば過疎のような場所。若い⼈が住むには
便利ではない。どこへ買いものに⾏くにしても
遠いという状況がある。若い⼈から⾒ると⼭⾥
のような感じがするのではないか。 
◎桑地区内でも⽻川、喜沢とかと、その周りの
農村を主体とした地区では、悩みも少し違って
くるはず。農村部分には農村部分の過疎につい
ての対策はしていかないといけないと思う。地
区でできることと、⾏政とか国とかでやる⽅針
と、なかなかマッチングしていくのは⼤変だ
が、その中でもできることをやっていくしかな
い。 
 
桑畑・カンピョウ 栽培の激減について 
◎桑地区の景観の変化では、養蚕業の衰退に伴
う桑畑の減少がある。また、昔はカンピョウ 
（ユウガオ）を栽培し、納屋の下屋でカンピョ
ウ剥きやカンピョウ⼲している⾵景がどこでも
みられたが、それも最近はほとんど⾒なくなっ
た。  
◎国勢調査で何回かその地区を回っていて、⼀
軒⼀軒減っていく様⼦を⾒てきている。今は、
桑の⽊を取ってしまって、放棄地までいかない
が、ただの畑地という状態。今後はその管理が
できなくなると、どうなるのか⼼配でもある。 
◎⽣井住宅に隣接する東島⽥でも、⾼齢化に伴
い、桑畑をやめた、作物を作るのをやめた・・
で、緑がない⼟だけの⾵景になってきている。 
 
平地林 
◎桑地区の⼭（平地林）もずいぶんなくなった
が、⼩⼭ゴルフ場からずっときた北に約 500 メ
ートルくらいまで、通常の⼭林がまだ残ってい

る。その辺をなんとか維持したい。⼦どもの
頃、まだ橋が無い時代だから、思川の向こうの
⼈たちが⾈で渡ってきていた。向こうには⼭が
ないということで、家の⾵呂や台所の薪を調達
に来ていた。⽊の葉とか枝を背負って渡し⾈で
帰って⾏っていた。 
◎エネルギー問題も⼤変な状況だが、100 年
後、200 年後、場合によっては⽇本が例えば⼤
災害にあったりして、昔の⽣活に戻らざるを得
ないことになるかもしれない。せめて平地林だ
けでも未来の⼈たちには残してあげたい。 
 
３：住⺠の活動が活発な桑地区の特性 
 
マルベリー館建設の懇話会をきっかけに 
◎⼗何年も前、桑地区の⼈はこの建物（マルベ
リー館）をどうするんだというときの懇話会を
きっかけに、みんな積極的に話をするようにな
ったのではないかと思う。市会議員の⼈もいた
し職員もいた。その中でもやはり地域の⼈の発
⾔は⾮常に重くて、こういう⽴派な建物の建設
につながった。 
◎地元のこういう建物の維持管理は、地元の⼈
がやらなくては駄⽬だという意⾒も出した。
今、NPO（げんきフォーラム桑）でここの運営
管理をやっている。今は⾼齢化もあるので⼈数
は 7〜80 ⼈に減ってきたが、⼀時は 100 ⼈ぐら
いの会員がいた。会費を払ってまで協⼒すると
いうことでやってくれている。 
◎よその地区より元気があるというわけではな
く、いろいろな意⾒が⾔いやすい地域なのかも
しれない。それでいろいろな事業が積極的に⾏
われているというのが桑地区の特徴だと思う。 
 
げんきフォーラム桑の農産部門 
◎N P Oでは、ここの出張所の仕事で場所の貸
し出しなどの業務と、古墳の資料館関係。それ
から最近では、放棄地になろうとしていた畑を
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活⽤して農産部という形で農業活動も⾏ってい
る。 
◎畑で、⽟ねぎ、にんじん、じゃがいも。 
◎それに加えて、今年はカンピョウ（ユウガ
オ）。初めてやってみたら出来て、5000 ⽟もと
れた。売り先も、最初に１個いくらで買います
と約束してくれていたので、結構いい⾦額の売
り上げになった。 
◎桑地区は農業地域なので、耕作放棄地が増え
ていく中でもう少しテコ⼊れしていきたい。年
寄りが 1 ⽇ 2 時間しか働けなくても、⽣産活動
に参加出来て、少しでも販売していければ良い
のではないかという考えで、いろいろなことを
考えてやっている。 
◎ある研究機関と提携して南⽠の種を採って提
供するということもしている。南⽠は収穫して
そのまま置いておくと⾝はまずくなるが種は太
っていく。３年くらいかかり⼿間がかかるが。 
◎エゴマも栽培して、エゴマ油を道の駅で売っ
ている。 
◎この辺りのエゴマ油では、⼀番濃いと思う。
関東近辺と⻑野とか、あちこち⾏ったときに必
ず買ってきて飲んで⽐べている。毎⽇⼩さじ 1
杯飲むと体にいいと⾔われている。 
◎NHKの番組で⾔われていたのは、朝⾷の後に
エゴマ油を飲んでおけば、⾼⾎糖で死ぬことは
ないということ。 
◎うちのは⼀番搾りだから少し値段も⾼めにな
る。 
◎エゴマづくりが農業活動の最初だった。なに
を作ろうかとみんなで協議した時に、90歳にな
るお年寄りが、エゴマが⼀番体にいいからエゴ
マをやったらどうだと意⾒を出してくれた。 
◎それから同時期くらいでマルベリー（桑の
実）も始めた。実をみんなで摘んで、ワインを
作ってもらった。結果、桑の実は糖度が⾜りな
くて砂糖を混ぜないと駄⽬、ブドウのような味
にはならなかった。 

◎何かやってみようかとノリよくやってみなく
ちゃ駄⽬、何も始まらない。「いやあ、そんな
のやったって・・」と⾔うと、なかなか進まな
い。「あ、いいね、やってみようよ」と。それ
が⼤事だと思う。 
◎⼤沼親⽔公園の草刈りや⼿⼊れもやってい
る。朝 5 時とかから草刈りをやっているが、そ
れに 10 ⼈も 15 ⼈も出てきてくれる。 
◎⼤沼はみんなが⼤切にしている。池の周りは
1.4 キロだが、健康のために歩く⼈も⾛る⼈も。
⼣⽅、私は仲間と夜⾛っているが、夜になると
何⼈か⾛っている⼈が増える。学校帰りの中学
⽣、⾼校⽣が⾛っていることもある。たまに⼟
⽇に⾏くと、⾼齢の家族が乗った⾞椅⼦を押し
た家族づれもいるし、天気の良い時に、お⺟さ
んとお⽗さんを連れてきて、そこで何か買って
きて⾷べている家族もいる。いい光景をいつも
⾒る。 
◎⼤沼では桜まつりを提唱して飾り付けもして
いる。NPOができる前から続いているのは、1
⽉ 1 ⽇、元旦の朝 6 時に⼤沼に集まって、ちょ
うど筑波⼭の⾕間から登る朝⽇をみる。⽢酒と
かみかんを⽤意して・・・。みかんは 200 個は
⽤意しているが、いつも無くなるから、200 を
超える⼈が集まっていると思う。 
◎げんきフォーラム桑が出来て 6 年（平成
29/2017 年設⽴）。初めはエゴマと桑の実だっ
たが、次第に耕作しなくなった畑を⼦どもが継
いでくれないのでどうしたら良いかと会⻑に相
談があって、そういうところを活⽤しようと始
まったら、それが増えてきて、あっちの畑もあ
っちの畑もで、じゃがいも、⽟ねぎと増えてい
って、今年はカンピョウができた、というこ
と。 
◎ひとつやると発想がどんどん連鎖的につなが
っていく。だから、最初の⼀歩を踏み出さない
と駄⽬。いい悪いでなくて、やってみなくちゃ
わからない。駄⽬だったらやめればいい。 
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◎どんな⼈がN P Oの会員になっているかとい
うと、基本的には、みんなリタイアした⼈、退
職した⼈で、時間や体を持て余している⼈。何
かをしたいのだけれど何をしたらいいのかわか
らない。ということで、餅は餅屋で、パソコン
をいじれる⼈はここで貸館業務関係。少しぐら
い汗かいて孫への⼩遣いぐらいつくりたいとい
うなら農作業。それぞれ、退職した後の⾝の振
り⽅も、N P Oが受け⽫になっている。 
◎⼩⼭市は、⼀⼈１スポーツを提唱している。
これはつまりずっと健康でいて、なるべく社会
保険料を使わないようにということ。桑地区で
のシニアや⾼齢者の活動も、そういうことに近
い。マルベリー館に来たり、活動にくれば、来
ている⼈と話もできるし気持ちも健康になる。
そういう意味でやはり、受け⽫になっている。
今後は、もう少し⼈数を、そして作業環境も増
やしていきたい。 
 
４：地域コミュニティの課題と可能性 
 
新住民との関係、地域の祭りや行事 
◎住宅団地などが出来て、新しい住⺠の⽅たち
も増えている。⾃治会にしても防災会にして
も、どういう考えでどういうことをしている
か、説明が⼤事。説明に出向くことが必要で、
たまに説明会などもやる。 
◎うちの⾃治会では、転勤で埼⽟から引っ越し
てきた 30代の⼈が通勤の時間が今までより短く
なって時間が少し出来たからと、消防団に⼊っ
てくれて、班⻑もやります、と。そういう⼈が
⼀⼈でも出てくると地域にもいい刺激になる。 
◎後は⾏事のたびに、反省会をやる。反省と⾔
っても⼀緒に酒を飲んだりご飯⾷べたり。そう
いうことが地域づくりでは絶対に⼤切。 
◎9 ⽉には敬⽼会、10 ⽉には⽻川連合の運動会
をやってきた。いろんな⼈に参加してもらうに
は、運動会という名称も変えたほうがいいとい

う提案をして、運動会とかカッコ悪いから。昨
年から、オータムフェスティバル 2023。夏祭り
はサマーフェスティバルになった。8 ⽉末の⽇
曜⽇に縁⽇をやって、⼦どもを集めて、⾦⿂や
射的や、いろいろなゲームをやって昼過ぎから
5 時ぐらいまで遊んだ。 
◎運動会は、飯塚もやっていたけれど 30 回ぐら
いやってやめた。マンネリ化してしまった。そ
のころで世帯数が 150 ⼾だから難しい。 
◎専業にしろ兼業にしろ農家が多いので、農家
の昔の⼈は休みがないから、難しい。桑でも⾃
治会によって、世帯数も規模も違うから。 
◎⽻川は 1000 ⼈ぐらい来る。 
◎⾏事も村おこし町おこしの類。戦後なんにも
なかったときから暮らしがよくなってきて、余
裕が出てきた頃から、そういうレクリエーショ
ンもやりたいという流れになった。飯塚や他の
ところでも祭りは⼀時途絶えてしまっていた。
お囃⼦はやるけど神輿は出さないことも。ちょ
うど私が会社へ 19 で⼊った年から神輿を新調し
て祭りをやってずっと続いてきたけど、神輿は
置いていくだけになった。担ぐ⼈がいなかった
り、マンネリ化だったりで。 
◎祭りもほぼ同じメンバーで 30 年ぐらいやる
と、みんなもう疲れてくる。結局、あとがいな
い、⼈⼿がないから。20歳だった⼈はいいけれ
ど、もう 70 近くになるのに⾃分たちが担がない
とできないような状況になってしまうと、もう
無理だなということで。お囃⼦は若い⼈がやっ
てくれているけれど、若い世代も⼈数がそれほ
どいないので、担ぎ⼿は⾜りない。いわゆる過
疎地のようなもの。だから、神輿を⾞に載せて
回ってやるとか、簡略化しないと祭りもできな
い状況。 
◎盆踊りも飯塚だけでやっていた時期がある。
櫓を⼤⼯さんに作ってもらって。今の団塊の世
代の⼈たちが引っ張っていた。働いているだけ
ではエネルギーが余っていたような印象でパワ
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ーがあった。その⼈たちは⾃分とは 10歳以上離
れていて、先輩がやるから我々もついていこう
とやっていたけど、後ろを⾒たら、⾃分たちの
下の世代は⼀⼈⼆⼈しかいなかった。ついてく
る⼈がいなくなった。 
◎団塊の世代は⼈数もいたから勢いも良かっ
た。 
◎⼩⼭市で⼀時 80 基ぐらい⼭⾞があった時代が
ある。⼩⼭遊園地でお囃⼦の関東⼤会があって
うちの地域は楽譜まで作って 2 年連続で優勝し
た。しかしその後コロナもあって、お囃⼦の⼦
どももどんどん辞めていった。それで、10 年く
らい前に３つの⾃治会が集まって、地域の祭り
に合わせてお囃⼦をやるようになった。それが
コロナまで続いていた。 
◎関東⼤会にはスポンサーが付いていた。 
◎少し前は、みんなで楽しいことをやろうよと
いう同じ意識があった。でも今は、皆それぞれ
が⾃分のやりたいことをやるという時代になっ
てきてしまっているから。昔はコンビニだって
なかった。どんな⽥舎でもいろんなお店があっ
た。でも今はコンビニしかないし、⾞で⼤型店
舗へ⾏ってしまうから、地元も廃れて寂れてし
まう。だから、活気や勢いみたいなものがなく
なってきてしまう。農村地帯だけではなくて、
街の中でも、たぶんそうだと思う。⽥舎はずっ
と変わらないけど。 
◎東京でも盆踊りも盛んにやっているようだ
が、逆にこの辺では盆踊りは難しいようだ。⽻
川もずっとやっていたが、やめた。⾒ている⼈
はいるが、踊る⼈がいなくなってきたから。だ
から⾯⽩くない。それが時代に合わなくなって
きたのなら、他のものを何か考えるしかないの
では。 
 
子どもたちへ残す体験を 
◎祭り、盆踊りではないが、国の制度の農地⽔
で「⽣き物調査」をやっている。幼児から⼩学

⽣、中学⽣まで参加して欲しいので、図書券で
つっている。普段は交流の機会がないお⽗さん
お⺟さんも参加してくれるので、お互い知り合
う良い機会になっている。これを⻑年続けてい
けば、先の将来に、⼦どもたちも思い出してく
れると思うし、何かしらプラスになると思う。 
◎そういうことは個⼈ではできないから。地域
でやる意味がある。 
◎東京ディズニーランドへ⾏けば、楽しくても
っとサービスがいいやつはいっぱいあるのだけ
れども、それでは体験できないような楽しさも
地域での⾏事にはある。やっているときは楽し
いので、⼦どもたちの貴重な体験になっている
と思う。 
◎地域の活動が、何らかの形で、途中で途切れ
たりしたとしても、⼦どもの頃に体験したこと
は、将来⼤⼈になってから「あんな⾵にやって
くれていたな」と思い出してくれるはず。 
◎そういう記憶に残ることをやらなくちゃいけ
ない。 
◎もうひとつ、どんど焼きもやっていた。私た
ちが組み⽴てて、学校に案内を送って、通学圏
の⼈は誰でも来ていいですよというので案内し
ていた。⾷べ物も⽤意していたが、コロナ禍に
なって、お⽗さんお⺟さん、学校のPTAの⼈た
ちの意⾒を聞いたら、あまり乗り気ではなく中
⽌になっている。それに代わるものというので
今はさつまいも掘りをやっている。 
◎若い⼈の考え⽅と、私たちが考えて、よかろ
うと思ってやろうとしていることは、やはり多
少ギャップがある。 
◎今の⼦どもたちは⽥植えをしたり稲刈りをし
たりというのは、学校の授業の中でやっている
ところも多いが、プラスアルファで地域の伝統
のどんど焼きとかというのがあってもいいと思
うが。 
◎どんど焼きとかというのは、やはり年寄りの
案なのではないか。それを押しつけても駄⽬だ
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と思う。ひとつの例として、30代から 50代く
らいのお⽗さんお⺟さんに検討してもらって⾏
事をやったのが射的や⾦⿂すくいとかの縁⽇。
参加申し込みを取ると 140 ⼈くらいだったとこ
ろ、当⽇は 190 ⼈が集まった。幼児もとても楽
しんでいた。これは 5 回も 6 回も会議を続けて
いるが、そういう⼟台が作れると良い。 
◎うちの⾃治会でも、やはりそういうふうに 5
回も 6 回も会議をやって幼稚園を会場として借
りてヨーヨー釣りや⾦⿂すくい、機械を借りて
かき氷なども提供していた。育成会にお願いし
て開催していたが、いつの間にか、⼦どもを連
れて映画を⾒に⾏く⾏事になってしまった。そ
れはそれで良いと思うが、みんなで作った祭り
を地域の⼦どもが楽しむという貴重な体験は無
くなってしまう。 
◎やはり楽なほうに楽なほうに変わっていくの
は、そういうものかもしれないが・・・。うち
でも栃⽊市のある町内が持っている⼤きな神輿
と賽銭箱を譲ってもらうことになっていた。地
域で⼦どもたちに担がせようと。しかし「昔、
喜沢の⼈が疫病がはやったので神輿を思川に流
したという歴史もあるんだから、今更そういう
神輿を担ぐ⾏事などをやる意味はない」という
考えの⼈もいて、話が進まず、断った。しか
し、旧家の⽅が何⼈か「いや、そんなことは関
係ないから、神輿は譲り受けたほうがいい」と
助⾔をしてくれて、⼀回は断った栃⽊市の町内
に「すみません、⼀回断った神輿をいただきた
いのですが」と頼みにいったら、神輿は違う⾃
治会にあげてしまった。賽銭箱ならある、と。
そういうこともあった。 
◎さっき⾔ったように、ノリがよくなくちゃ駄
⽬。 
◎そうですね、それから、親⼦⼀緒に楽しむと
いうことも⼤切にしたい。⾦⿂すくいなど縁⽇
的なイベントを開催して、親⼦で来て、「それ
ではお願いします」と、⼦どもだけ置いて、お

⺟さんは⽤⾜しに⾏ってしまう。皆さん忙しい
のはわかるが、それは⾮常に残念。 
◎なかなか全員が参加するということはできな
いんだと思うが・・・。 
◎せめて半分ぐらいの親御さんは残って⼀緒に
体験してもらいたいと思う。 
◎やってみないとわからないことはたくさんあ
る。 
 
５：未来に残していきたい⼤切なもの 
 
◎テーマとして、ここにあるじゃないですか
（当⽇の式次第のプリントを指して）。「⼤切
に守る未来につなげていきたいもの」って。伝
統⽂化的なものはみんな途切れてしまってい
る。もったいないというのがいっぱいある。お
祭りもそうだし。ただ、先ほどから話が出てい
る新しい縁⽇のようなイベントもやってみたら
多くの⼈が集まる。私も担当してやっている⽣
き物調査も、最近は、若い親御さんたちも参加
してくれるようになった。続けていけば新しい
⼈も巻き込めるし、⼀回途絶えたとしても、先
ほど話が出たように、⼩さい⼦供の頃に体験し
た⼈が⼤⼈になってまた復活させてくれるので
はないかなという期待もある。やはり、まずや
ってみる。隗より始めよの精神で、まずやって
みる。それが、これから将来に向けて、なんら
かの形で⼤切なことを繋いでいくために必要だ
と感じる。つないでいく⼀つなのかなと感じま
す。 
◎コミュニティは、若い⼈に引き継がれていく
ものだから、私たちよりも年齢が下の⼈に。だ
から、会話をしていくという、その⼟壌を桑地
区は⽣かしていけばいいのではないか。⾃⼰主
張でもなんでもいいから、やはり受け⼊れて
さ、そこで議論をして決めていけばいいと思
う。それが基本で、どの地域でも同じこと。そ
れができるかできないか。徹底的にケンカする
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わけではない。ちゃんと話し合いをして、これ
はどうしようとか、こっちのほうがいいんじゃ
ないかいとかというのを繰り返す。⼀切、話は
聞かないというような態度では駄⽬。あ、それ
もいいねという考えでいかないと。 
◎桑地区というのはどちらかというと、ほかの
地域から聞くと、進んでいるねと⾔われること
がある。いいところ、悪いところを含めて、ど
のように引き継いでいくことを考えたときに、
NPOでも⼤切にしているが、まずは、情報発信
を続けていくこと。こんな考えでこんなことを
している、こんなところもいいところもありま
すよ、懸念していることもありますよ、という
のも含めて、常に発信していくことが⼤切。 
◎コミュニケーションも基本。⾃治会の会⻑も
役職の⼈も、年がら年中コミュニケーション取
って、たくさんの⽅で話し合えば、物事はある
程度いい⽅向に進むと思う。 
◎神社の祭りや幼稚園などを借りて地域で⾏事
をするときに、他の⾃治会の⼦供は参加できな
いとか、そんな⼩さいことを⾔っているようで
は駄⽬だ。⼦どもたちに良い未来を残していこ
うとしたときに、そんなことを⾔うのは⼤⼈で
はないと思う。 
◎それから、農村地帯の将来を考えるときに、
国があてにならないのだったら、逆に市から声
を挙げて県へ上げて、栃⽊県から発信したらど
うですかと⾔うことも市には提案したこともあ
る。 
◎受け⾝でいたら、守れるものも守れなくなっ
てしまう。 
◎だからそれの先駆者になって⼩⼭市で提案、
発信したらどうなのかなと。 
◎農振地域、市街化調整区域の線引きもずっと
変わらない。 
◎桑地区以外でも、もともと農村だったところ
に、⾍⾷い的に住宅が作られちゃうと、農家も
昔みたいに思うように農作業ができないと⾔っ

ている。 
◎左右に⺠家があるから。 
◎総合的に計画をしてきていないから。⽥んぼ
があって、住宅団地があって、⽥んぼがあっ
て、住宅。そんな開発だから。勝⼿気ままに⺠
間に任せっぱなしだからそういうふうになって
しまっている。 
◎92 歳になる⼤先輩、⼤きく農家をやっていて
桑地区の農家のリーダーだが、この前、こんな
相談を受けた。「夫婦で 90代だからさ、運転免
許証を返さなくてはならない。そしたらもう⽣
活ができない」と嘆いている。そういう状況
が、あちらこちらで起きている。 
◎困っている⼈が声を上げるということが第⼀
で、それに気づいてもらわなくてはしようがな
いわけだから、でっかい声を出していかなくて
はならないし、声を出せない⼈もいるから、地
域も議員も、⼩⼭市も、悠⻑なことを⾔ってい
る状況では無くなっている。 
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------------------------------------------------ 
２｜⼦育て世代の⽅々 
参加者：７名（男性１名、⼥性６名） 

⼥性７名、男性１名（⼦育て OB）。⼥性のうち桑地区出 

⾝は１名。他は市外の出⾝で桑地区出⾝と⽅との結婚を 

機に実家での同居や実家の近くに住み始めた⽅が多く、 

桑地区に縁はないが良い⼟地が買えたから家を建てたと 

いう⽅１名。 

実施：2023 年９⽉ 13 ⽇ 18 時 30 分〜20 時 

場所：桑市⺠交流センター（マルベリー館） 

------------------------------------------------ 
 
１：⼦どもが通う⼩学校の規模 
 
羽川小学校（２名が参加） 
◎１学年 4クラスで、100 ⼈を超えている。全
体で 630 くらい。 
◎宅地造成が進んでいるので他地区からの移住
者、転⼊者が多い。 
萱橋小（3名が参加） 
◎うちは全校⽣徒で 100 名を切った。 
◎今年の校⻑先⽣からのお⼿紙で、とうとう全
校⽣徒数を 100 を切りましたと書かれていた。 
◎１年⽣は今 15 ⼈ぐらい。 
羽川西小学校 
◎全体で 150 ⼈くらい、 
◎⻄⼩も 1 年⽣は少ない。やはりそのくらい。6
年⽣が 18 ⼈。学年によって⼈数も男⼥差もすご
く差がある。 
◎6 年⽣は 18 ⼈中 5 ⼈が⼥⼦で、あとは男⼦。 
 
２：育成会や P T A の活動 
 
規模や人数の差による運営上の問題  
◎同じ学区内でも地区によって⼦どもの⼈数の
差が⼤きい。⽻川⻄でも育成会単位で、ある地
区は多いけど、ある地区は少ないから・・・と
いう状況が常にある。だから、いろいろな組織

運営にも影響が出始めている。 
◎だから⼈数が極端に少ない育成会の⼈で、ず
っと何年も役員をやらざる得ない⼈も出てい
る。 
◎結婚してから桑地区に来て夫の親の持ち家に
住んでいるので、⻑年の変化や詳しいことはわ
からないが、⼈⼝が増え続けているところ、増
えないで減っているところは、固定化してきて
いるように思う。 
◎少ない地区に住んでいるので育成会も⼊ると
きに先輩の⽅から「覚悟して」と⾔われた。 
◎学校のP T A 役員とかぶらないようにできれ
ばいいけど「そのうちできなくなるよ」と⾔わ
れて、同じ年に掛け持ちでやっている⼈もい
る。 
◎育成会は、⼦供が１年⽣の時は下積みみたい
な感じで「ここをやって」と決まっていること
も多い。６年までの役を決める。空いていると
ころでP T A のクラス役員をやるようにしたい
が、そこもPTAで、じゃんけんで負けたらかぶ
ってくる。よね。 
◎萱橋⼩では、⼈がいなさすぎて、かぶらない
ようにするには、6 年間の学年理事を決めてお
かないと、育成会の⽅が決められない。 
◎萱橋⼩は、2 年⽣のときに、卒業までの役員
を決める。それが通例になっている。 
◎途中で転出する⼈が出てくる場合もある。そ
うなると代わりの⼈いないので、その地区の会
⻑さんの負担が増えることが多い。 
◎そういう状況をみんな分かっているから優し
いし、助け合う。 
◎だからどうにかやって⾏けている側⾯もあ
る。 
◎⼈が少ない苦労はあるが、他の規模が⼤きい
⼤⾕地区や間々⽥地区に⽐べても、桑は、イベ
ントは活発にやっている。そこは誇っていいと
思う。⼩⼭市全域の育成会連合会のつながりで
他の地域にもいくことがあるが、贔屓⽬かもし
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れないが地元が⼀番よくやっていると感じてし
まう。 
◎よその地区を知らないので、⽐べたことがな
いからよくわからないが。 
◎桑地区でやっている育成会のイベントは、桑
⼦連という組織の中では、かるた⼤会だった
り、夏祭りのイベントだったり。去年はザリガ
ニとかカブトムシを捕まえようみたいなイベン
ト。ザリガニは駄⽬になってしまったので、そ
れをやめて夏祭りイベントを企画したり。 
◎夏祭りは、初めて来て楽しかったと⾔う⼦も
少なくはなかった。 
◎ワークショップで⾵鈴を作ったり、最後にビ
ンゴゲームやったり。本当に⼦ども中⼼ででき
るような企画をやった。これから秋冬にかけ
て、かるた⼤会の企画しているところ。 
◎３つの⼩学校のどこの⼦どもでも参加できる
イベント。ただ、運営側が組織的に⼩さいので
参加者の⼈数制限をかけざるを得ないところが
あって、そこは課題だとみんな考えているとこ
ろ。 
◎運営側は、各地区の会⻑さんたちがお⼿伝い
のお願いして回ってやってもらえているので、
どうにか回っているかなという感じ。 
◎コロナの規制の時期が過ぎて、地区ごとのお
祭りや学区ごとの⾏事とかも動き出しているの
で、被ったりすると⼤変。 
◎コロナでいったん途切れたものは、引き継ぎ
が⼤変。 
◎書⾯だけで引き継がれても、よくわからない
ことが多い。前の年の例がないと。 
◎どこからどう動くのか、どういう段取りでイ
ベントを興していけばいいのか、誰に協⼒を仰
いでいいのかもわからない。詳しそうな⼈に聞
いても「うーん」と渋い顔をされると、やると
決めたことに⾃信がなくなってきたりする。 
◎やはり地区でやったほうがいいねと⾔う⼈
と、もう（やらなくても）いいんじゃないのと

いう⼈もいて、その温度差がすごく出る。 
◎ある⼈には悪いことを勧めたような反応をさ
れたり、じゃあせっかくだからやろうかと⾔っ
てくれる⼈もいたり。⼟⽇も働いているお⺟さ
んもいるし、難しさも感じる。でも、いざやる
となったら、やはり少⼈数の⼩学校はみんな協
⼒的で、団結⼒のようなものはあると感じてい
る。 
◎やっちゃえば楽しい。そこは分かり合える。 
◎⻑年⾒ているが、桑地区はやはりいい⼈が多
いと思う。協⼒的で。 
◎萱橋⼩は先輩⽅が優しかった。優しく教えて
もらえた経験があるから。 
◎⽻川⻄も、上の世代の⽅たちがすごく⾯倒を
⾒てくれる。萱橋と同じように、⼊学して間も
ない 1 年⽣の時に役員さんを免除してくれる。
⼈数が少なかったら、1 年⽣⼊学したら「は
い、やって」みたいになっても当然なところ
を、1 年のときは先輩たちの活動を⾒ていてい
いから、と。それで慣れたころからだんだん組
織図のようなものを教えてもらって、こういう
段取りでやったほうがいいよというアドバイス
をくれる。先輩⽅がすごく丁寧に教えてくれ
た。 
◎幼稚園の頃から上の学年の⼈たちがいろいろ
情報をくれていたのも助かった。 
◎⽻川⼩は、保護者の⽅の負担を減らすために
PTAの役員をなくしてボランティア制になって
いる。育成会についても同様で、喜沢は残って
いる。⼩学校のPTAに合わせて育成会活動もい
ったん停⽌しようとなったが、⾃治会⻑と話し
合い、続けたほうが良いのではないかというこ
とで続いている。規模が⼤きいといろいろと考
えが違うところも出てきているので。みんなで
やろうというのは多分これからも難しいと思
う。 
◎PTAの役員を無くしたと⾔っても本部はあ
り、委員会をボランティア制にして、本部と⼀
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緒に、⽜乳パックの資源ごみの回収や給⾷の⽩
⾐の修繕などを⾏っている。 
◎多いところも⼤変、少ないところも⼤変。萱
橋校区で⾔うと、⼀番⼩さい⾃治会で 5 世帯。
学校や育成会関係の役員をやれる世帯は来年は
それが 3になって 2 になって、我が家だけにな
っていく。 
◎2 世帯で役員を回している。 
◎毎年役員みたいな状況になってくる。だか
ら、今年は例年の活動に縛られず、ただ単純に
みんなで⿂釣りに⾏った。友達同⼠でLINEで
連絡を取り合って⽇程も決めて。その程度しか
もうできないし、それも今年で最後かなと思っ
ている。 
 
薄れていくコミュニケーション 
◎地区によっては、育成会も成⽴しないくらい
に⼦供が減っているということに加えて、コロ
ナの期間が⻑かったから学校⾏事も減ったし、
桑地区全体の育成会で夏祭りやっても関⼼がな
い⼈も多いし・・・。 
◎イベントも⾃分たちの企画や運営で、多分や
らないのが普通のお⺟さんたち。6 年の⼦供が
いるが、その年代でイベントをやっていたのは
実質 2 年⽣くらいまで。そう考えるとイベント
とか⼤々的に動いたことがあるお⺟さんたちっ
てすごく少ない。低学年の時は、知らないこと
の⽅が多いから、新しいことをやるのに難⾊を
⽰す⼈も多いし。 
◎先⽣とのコミュニケーションも薄れている。
家庭訪問も 1 年、2 年ぐらいの時しか先⽣は来
なかった。 
◎学校の⾏事もほぼなくなったし、授業参観も
しばらくなかったし。 
◎学校のイベントも地域のイベントもないの
で、誰が誰のお⺟さんだということが、わから
なくなった。⼦どもの友達の顔と名前も⼀致し
なくなったし。⼦どもから名前は聞いていても

顔が出てこないから全然覚えられない。「何君
だっけ？」となる。記憶の中で紐付けていけな
いので、⼈付き合い、⼈の繋がりが浅くなって
しまった。 
◎育成会に加⼊していない世帯の⼦どもや、育
成会がなくなってしまったところの⼦どもが、
育成会の⾏事に参加することもあり、そのこと
に対しても、いろんな考えがあり、難しいとこ
ろだ。 
◎役員は全員やらなければいけないという前提
で、皆さん役員を引き受けているし、⼦どもの
ためと思って引き受けている家庭もあるが、実
際のところでは、育成会にせず、役員の仕事を
していない世帯の⼦どもも参加できるとなった
ら「では、なぜ私がやるの？」という疑問につ
ながり、そういう意⾒や相談を受けることもあ
る。「そうだね」としか⾔えず、なかなか難し
い。 
◎⾃分⾃⾝は、その辺りの線引きは無いと思っ
ていたが、「加⼊していない誰々さんの⼦ども
が来ている」などと指摘する⽅もいる。いい⾯
も悪い⾯も不満も、必ず両⾯がある。 
◎悪い点だけ⾒てしまうと、そういう指摘にな
ってしまうが、よくよくお⺟さんだけの活動を
⾒たら学校のボランティアに積極的に参加して
いることがわかってくるなど、⾒⽅によって違
う。悪いところにスポットを当ててしまうと、
そういう⼀⾯しか⾒えないが、別の視点でも⾒
て⾏けば良いと思う。 
◎⼈数が少ない地区では、それがとても⼤切。 
◎うちは近所に同級⽣がいないので、遊びに⾏
くのも親が連れて⾏かなければいけない。たま
たまそういう地域に住んだだけで、そういう環
境になってしまった。だから、⼦どもは選べな
い環境で、⼦どもに負担をかけてしまうのは良
くないと考えていて、なるべく⼦どものことは
地域にも協⼒しようと思っている。 
◎やはり同級⽣が周りにいっぱいいて「遊びに
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⾏ってくるね」と、ぽんと出かけられる環境は
すごく羨ましい 
◎それが⼀番。 
◎「⾃転⾞で⾏ってくるね」と⾔っても⼼配に
なる。どこに⾏くにも遠いから。 
◎⼦どもだけで「⾏ってきます」はできない。 
 
３：⽣活の利便性について 
 
桑地区の地理的位置 
◎久しぶりに⼩⼭市の中⼼地の⽅に⾏くと、驚
くことがある。 
◎新しい市役所ができていたり、市⺠病院のち
ょっと前に体育館ができていて。 
◎すごい住宅がたくさん建っているところも。
いい⾞が並んでいた。 
◎もともと森だったところが開発されて随分変
わっている。 
◎⽣活圏はあっちでは無いから、滅多に⾏かな
い。 
◎ああいう開発が進んでいる⼩⼭地区もいいの
かなとは思うが、⾃分たちが住んでいる桑は平
地林も残っているし、⼈間以外の⽣き物にも会
える。 
◎桑地区は、JRの駅に⾏くにもどっちつかずで
中途半端。位置的に良く無いと思う。 
◎昔、⼤沼に駅を作ろうという話があったよう
だ。その後、⼤沼公園の前の通りが、鉄道の線
路を越えるのにアンダーパスになった。混んで
いる時も多いけど、あれで、東⻄の移動が便利
になったと思う。 
◎アンダーくぐれば都市部、中⼼部に⾏ける
が、混んでいる時はできるだけ通りたく無いか
ら、うちからはさっと移動できる下野市に⾏
く。 
◎うちは、結城市に⾏く。結城に⾏く⽅が道路
が空いていて交通渋滞がないから。 
◎新 4号とかで、移動も区切られている気がす

る。苦労して⼤きいものを越えないといけない
みたいなイメージがある。 
◎時間もかかる。 
◎新 4号と東北線・宇都宮線の間は栄えている
イメージ。それで思川があって、そのすみっこ
に⾃宅がある。だからとても疎外感を感じたこ
とがある。 
◎線路とか新４号とか、⼤きな何かに遮られた
地区のような気がしている。 
 
日常生活での困りごと 
◎桑は街灯も少ない。道が暗い。 
◎通学路になっているところが特に暗い。 
◎萱橋⼩は、通学路がとても⻑い。何も無いと
ころを⼦どもたちはひたすら歩いている。⼣⽅
には暗くなってしまう。 
◎他の地区ではスクールバスを⾛らせていると
ころもあると聞く。 
◎夏もとても悲惨。⼦どもたちは⼀番暑い時間
に歩いて帰ってくる。 
◎真夏の午後の 2 時半。⽊陰もない、⽇陰もな
い。死んじゃう。 
◎⺠⽣委員さんとか歩いてくれているが、お年
寄りなので熱中症などにならないか、そちらも
⼼配。 
◎⼤⼈の⽬があるのはありがたいが、⼦どもに
何かあっても、お年寄りに何かあっても⼼配。
暑さが尋常ではないから。 
◎桑地区では⼩児科がないわけではないが予約
が取れないので本当に困っている。 
◎ネット予約になっていて、ログイン待ちし
て、朝の予約開始の時間になって 3分で予約が
埋まってしまう。 
◎いつ⾏っても患者でいっぱい。電話も受けて
もらえない。 
◎コロナになってウェブ受付が主流になって、
そうしたら予約が取れなくなった。 
◎バスが少ないのも問題だと思う。 
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◎おーバスは以前フル路線を⾛っていたのが縮
⼩になった。停留所の場所が良くないと思う。
私の住んでいるところには細⻑い地域なのに停
留所が 1カ所しかない。そうすると、停留所ま
で 1キロも何キロも歩かなければいけないの
で、誰も乗らない。であれば、停留所を増やす
べきではと思うが、そのような意⾒は出ていな
かったのか、市に届いていなかったのか。停留
所が遠くて乗る⼈が減ると、利⽤が少ないから
と廃⽌される。 
◎おーバスの話が地域でなされていたときに、
お年寄りは「知らなかった」で終わってしまっ
た⼈がたくさんいると聞いている。その年齢に
なっていないから話を聞かれなかったけど、5
年、6 年たったら、やはりあったほうがよかっ
たという声が多い。 
◎バスが 1 時間 1 本以下だと、市⺠病院に⾏っ
て帰ってくるのも丸⼀⽇の旅⾏みたいになって
しまう。 
◎デマンドバスのことも知らない⾼齢者が多
い。 
◎市の広報誌に情報は載っているはずだが、な
かなか読まない。 
◎⾃分たちも今は問題ないけど、免許を返納し
たら⽣活は無理。⽣活できない。 
◎歩いていけるところにスーパーがない。 
◎近くにパン屋さんが欲しいという声も周りに
多い。 
◎昔は駄菓⼦屋さんみたいな店もあったけど、
今は・・・。 
◎萱橋⼩の近くには駄菓⼦も置いてるような商
店があるにはある。 
◎⼀応、⼦どもだけでは⾏ってはいけないとい
うふうにはなっているが、何⼈かで集まるとし
たら、そこで駄菓⼦買って⼩学校で遊ぶぐらい
しか遊び⽅が無い。 
 
 

治安について 
◎治安が良いかどうかの線引きは、おそらく年
代で違うと思う。私のように 50代というのは⽞
関が開いていても平気で寝ていられた世代。今
⽇参加の後輩の皆さんは、それなりに社会にも
まれてきている世代なので、そんなことをして
いる⼈は誰もいないと思う。鍵、窓のロック。
最低限度の⾃分のうちのことだけは⾃分で守ろ
うという、そういう意識ではないのかな。 
◎鍵はかけますね。地域でも盗難注意などの回
覧がよく回ってくる。 
◎ぶっそうな話も聞こえてくる。 
◎我が家も家の裏側に冬⽤タイヤを置いていた
ら、それを盗まれたことがある。以前はそうい
うことは全くなかったが。 
◎もともとのどかだし、そういう防犯意識がな
い地域だから。 
◎上の世代のおじいさんたちは、みんな地域の
⽅たちと顔⾒知りの⽅が多いので、知らない⼈
が歩いていると不審に思うようだ。こんな時間
にこんなところを歩いているのは変だ、と。 
◎犯罪とは関係ないとは思うが外国の⽅も増え
てきていて、⾔葉が通じれば⼤丈夫かもしれな
いが、なかなかコミュニケーションが取れない
ので不安な⾯もある。 
◎空き家も増えているが、誰か住み始めたの
か、⼈がいるのかいないのかわからないような
ところもある。 
 
４：未来に残していきたい⼤切なもの 
 
◎例えば、今年コロナが明けて、初めてその地
区にある神社の歴史を、ここで昔の⼈が開拓し
ていたことなどの話を聞く機会ができたが、そ
ういうことを知る機会や、⽣き物調査も復活さ
せて⼤切にしていきたい。 
◎養蚕の歴史も⼤切。廃れてきているのでなか
なか知る機会がない。⽻川⼩では養蚕体験学習
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をやっていて、お蚕さんは、⼟⽇は家で⾯倒を
みる。 
◎飯塚あたりには、昔はカンピョウ畑（ユウガ
オ）もたくさんあった。 
◎NPOのげんきフォーラム桑では、今年からユ
ウガオ栽培を始めてたくさん収穫できたよう
だ。 
◎歴史的に⾒て⼤切なものも桑にはある。琵琶
塚古墳、摩利⽀天古墳とか。 
◎古墳は他にもあったような。 
◎⼀⾥塚もあるはず。 
◎ぼんやりと知っていても、桑地区なのか下野
市なのかとか、はっきりわかっていないことも
多くて。 
◎そういう歴史あるものは残していって、⼦ど
もたちに教えてあげたい。 
◎あとは、桑地区は川が交わる場所でもある。
姿川と思川が。そういう特性も⼤切。 
◎それから、うちの⼦どもは、お神輿を担いだ
ことがない。お囃⼦もなくなった。地域のお祭
りがなくなってしまった。 
◎祭りは地域でやるしかないという状況ができ
ている。笛吹ける⼈がいない、後継者作れない
という話が⾼齢者の⽅達から出てくるけど、だ
からといって何かできるかというと、その先に
話が進めなくて・・。どうなっちゃうのかなあ
と傍観になってしまう。 
◎萱橋の⽇鷲神社は、⼩さい神社だが、７⽉末
に輪っかを作ってくぐったり（茅の輪）とか昔
ながらのことを⼤事にやってくれているところ
もあるが、続けていけるのかと本当に⼼配にな
る。 
◎そうそう。この縄、誰が作ってるんだろう、
これから続けられるのかと思ってしまう。 
◎おじいちゃんたちがお囃⼦をやっていたり、
とても素朴でいい祭事だが、続けていけるのか
どうか・・・。 
◎神社は結構あるけど、夏祭りがなくなったと

ころも。 
◎向野本⽥の神社では、⽊でできたお神輿もあ
るが・・・。 
◎お囃⼦は、70代くらいの⼈たちが頑張ってや
っているようで、それを引き継ぐ 50代、60 代
の⼈がたぶんいないのではないか。 
◎桑地区の外から来た⽴場としては、畑が⾝近
にあって⾃分の家で野菜を作っている家が多い
ことが、とても魅⼒に感じた。桑⽣まれの⼈は
当たり前過ぎて魅⼒を感じていないと思う
が・・・。⻄仁連川沿いでも、ウォーキングと
かランニングをされている⽅が結構たくさんい
て、その⾵景もいいし、⽥んぼの緑の時期は、
とてもきれい。ぜひ残していきたい⾵景だ。 
◎⼤沼もいい。桜の季節もきれいだし、カモや
ハクチョウとかも来るみたいで、⼦どもたちに
残せたらいいと思う。 
◎上の⼦が 1 年⽣のときに、家にいる祖⺟がい
ない時があり、学校から帰ってきても家に⼊れ
なかったことがあった。息⼦は、家の外で⼀⼈
で待っているというのはなくて、⾃分で近所の
仲のいいおばあちゃんの家に⾏って「うちのお
ばあちゃんがいないから⼀緒にいてくれ」と⾔
って、その近所のおばあちゃんの家で遊んでも
らっていたことがあった。年配の⼈たちが、地
域の⼦供達を良く気にかけて⾯倒を⾒てくれ
る、そういう地域性があると思うし、それも残
していきたい。 
◎⼦どもも⼈⼝も少ないからなのか、やはり桑
の⼈は温かい。地域柄なのか、上下のつながり
も横のつながりも密な⽅だと思う。そういう良
さがなくなっていくのは寂しいと思う。 
◎⼤変な⾯もありますけど、やはり助け合いが
あって、⾒てもらっている、⾒守ってというの
も、⾃分が住んでいる⽻⻄地区もあると思う。
⼈とのつながりの良さは、このまま残していき
たい。 
◎残せるもの、誇れるものとしては、やはり緑
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が多いということなのかなと思う。それからよ
その地区から結婚を機に桑に来ても、居⼼地が
良いという⼈も多い。⼈間関係も確かに密なと
ころもあるけど、次第に希薄にもなってきてい
る。もう少し地域のことや地域の⼈を知る術
を、⼦どものうちから作ってあげたいと思う。 
◎地域の関わり合いを作ってあげていく、とい
うのは確かに⼤切。 
◎私もここに来て、すぐに外で働き始めたし、
地域のことも良くわからなかった。⼤変だけ
ど、地域の清掃活動とか何か参加する機会と、
その時に話す場が作ってあったら、⼤変だけど
つきあいができるようになっていいと思う。 
◎前にあった地区の運動会は、そういう機会と
して良かったと思う。 
◎今は、ドッジボール⼤会とかが、運動会の代
わりというか、そういう役割を果たしていたか
もしれない。 
◎⼦どもが中学校⼊学を控えているが、⼩規模
⼩学校から⾏った場合、クラスの中にほとんど
友達がいない可能性もあり、いくら幼稚園が⼀
緒だったという同級⽣がいたとしても馴染める
かどうかが少し⼼配。 
◎だから、桑地区全体でドッジボール⼤会をや
って、他の⼩学校の⼦供と交わっておくのは、
中学に⼊ったときに「あ、あいつ、みたことあ
る、あったことある」となり、それは良かった
と思う。 
◎コロナ禍になって継続できなかったのが残
念。 
◎学校に⼊る前のオリエンテーションとか正式
なものではなく、⼼のハードルを下げて、フラ
ンクに馴染んでおく機会を作ってあげられると
いい。 
◎各⼩学校から 6 年⽣だけでも 5 年⽣が⼊って
もいいし、チーム作って集まってもらって、親
善試合をしても良いかもしれない。 
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------------------------------------------------ 
３｜農業従事者の⽅々 
参加者：⼥性１名、男性４名。⽣まれも育ちも桑地区の

⽅々。元農業委員の⽅や元栃⽊県農政部職員の⽅、法⼈

化して農業経営をされている⽅、農業⼠の⽅など。兼業

農家でやってきた⽅、⼟地利⽤型⼤規模⽣産者の⽅も。 

実施：2023 年 9 ⽉ 26 ⽇ 18 時〜19 時 30 分 

場所：桑市⺠交流センター（マルベリー館） 

--------------------------------------------------------- 
 
１：参加者の営農などの概況 
 
◎元農業委員。農家としては専業でやってい
る。昔はトマトを中⼼に栽培していたが、燃料
や電気代など⾊々と値上がりし、露地野菜も
⾊々とつくり始めているが・・・。後継ぎはい
そうでいない。⾃分も含めて⾼齢の域に⼊って
きているので、今後のことを考えていかないと
いけない。 
◎⽣まれも育ちも桑地区で、代々が農家。5 年
ほど前から法⼈化して株式会社としてやってい
る。主に施設栽培のトマトと⽔稲、今年からは
ニラなども栽培して、農協中⼼の出荷をしてい
る。 
◎⽣まれも育ちも桑地区。兼業農家で、元県庁
職員（農業の技師として⼊庁）。今は、引き継い
だ⽥んぼを守っているだけなので、農業者と名
乗ることには抵抗もあるが・・・。 
◎専業農家で⽜を飼って和⽜の肥育をして、
⽶、⻨、ソバ、ジャガイモ、ニンジンなどを家
族経営で栽培している。⽜は、経営が厳しいの
であと数ヶ⽉で肥育を⽌める予定。30歳までは
サラリーマンで県内の酪農家を回る仕事をして
いた。それをやめてアルバイトをしながら家の
農業を継いで、そのまま任されてしまった感じ
で後を継いだ。 
◎⽣まれたときからずっと桑地区で、今はブル
ーベリーを観光農園を主体にやっている。この

夏もとても暑くて、暑すぎて、観光農園だがお
客さんが少ない。うちの集落は 25軒ぐらいは⽥
んぼを作っていたが、だんだんやめていって、
⼈に貸している 。去年から 1軒だけ⾃分で作っ
ているところがある。 
 
２：桑地区ならではの農業や栽培作物の変遷 
 
牛の肥育 
◎うちは⾁⽜として肥育している。ピークは 95
頭いたが、今はもう 4頭しかいない。10 年前、
特に 5、6 年前から儲からなくなって、その時点
で⼀回、半分ぐらいに頭数減らした。そしてこ
こにきて全く儲からない状況になっている。 
◎その理由は、輸⼊の穀物の値段が上がって餌
代が⾼くなったこと。安かったころの倍ぐらい
の費⽤がかかるようになった。また、消費⾏動
の問題もあって、今は⽜⾁がそんなに売れな
い。育てた⽜はセリで買ってもらうが、セリ値
が下がってしまっているから、⼦⽜の値段とエ
サ代を⾜した値段で売れない。 
◎うちで売っている⽜は 70万の⽜。2 年間、約
600 ⽇で育てる。１トン８万円くらいのエサ
を、肥育の間に１頭で５トンくらいは⾷べるか
ら、餌代で 40万。⼦⽜を買った値段が 70万と
して、110 万以上で売らないと元が取れない。
今では、セリでそこまでの値がつかないから、
⾚字を出し続けないためには、もうやめるしか
ない。 
 
山苗と養蚕 
◎桑地区といえば、⼀時は養蚕、桑で有名だっ
たが、その前に、カンピョウもやっていて、⼭
苗の産地でもあった。 
◎⼭苗ってスギとかヒノキの苗。⼭に植える。 
◎養蚕が終わったぐらいに戦後、⼭苗を育てる
家もかなりいた。特に東の⽅？ 
◎桑地区全体でやっていたと思う。 
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◎栃⽊県の北の⽅の杉は、ほとんど桑地区で育
てた苗⽊のはず。 
◎以前は 60センチぐらいになった苗を 3年育て
て、根っこを菰で縛って、200 本とか 300 本と
か根っこを合わせて、丸めて出荷した。昔は、
それを向こうの⼭の⼈は⼝を開けて⼭へ背負っ
て登って植えた。林業も後継者は、⼀般の農家
の 10分の 1 だから昔みたいなやり⽅はできな
い。今はポットでスギとかヒノキを育てて、そ
れを送る。それを国の補助⾦を⼊れてアルバイ
トを雇って、⽳を掘ってポットで植えている。
そうすると枯れないので。昔は⼭に植えるとき
に⽔も持っていって、苗を植えて枯らさないよ
うに植えるのは⼤変だったらしい。 
◎ここは、そういった緑化⽊とか⼭林種苗に⾮
常に⼟地が合っている。良い⼟の層が深いので
根っこもよく張る。そういうのは向いているの
で個⼈で⼤きくやっている⽅もいる。 
◎数は少ないが今も⼭苗をやっている⼈はい
る。 
◎花粉を出さない杉は需要があるが、材⽊にし
たときにいい材⽊かどうかはまだわからないと
ころもあるので⼤変だろう。 
◎緑化材も、バブルの頃など⼀時期は⾮常によ
かったが。ゴルフ場の造成とかで⽊が売れた時
代があった。今は需要が無い。 
 
桑苗と養蚕 
◎昔は⽇本全国の桑苗をここで作っていた。 
◎桑苗を作っている⼈はもう⼀⼈もいない。去
年か⼀昨年か、最後の⼈が辞めてしまったか
ら。 
◎蚕を飼っている⼈は、県全域で７、８⼈くら
い？ 
◎飯⽥（北飯⽥）の（JAの）飼育所も今年で閉
鎖になる。 
◎飼育所では⼩さい蚕を育てて、２齢くらいま
ではそこで育てて、農家に配って桑を⾷べさせ

て⼤きくする。県内で４、５箇所あった。この
地域には⼤きな飼育所が２つあって、最後の１
つも閉鎖になる。 
◎建物の⽼朽化が進んで修理しなくては駄⽬な
のに、その予算がないということだ。 
◎昭和のころには、ここの養蚕は天皇杯まで取
った。全国でもトップクラスの養蚕の技術があ
った。 
◎全盛期は、⼀⼈で 3トン、4トン（の繭）を
出す⼈もいた。 
◎1 回に 150 とか 200 ぐらい飼う。 
◎3トン出すと、2000 円でも 600 万なんです
よ。それで、年間６回７回と回す。年間そのく
らいの⼈はたくさんいた。 
◎労働はキツかったけど、ここは裕福な地域だ
ったと聞いている。 
◎⾬でも桑の葉を刈ってこなくてはいけない 
◎寝ずに働いてる。相⼿は⽣きものだから。 
 
養蚕が廃れた後の野菜栽培 
◎養蚕は昭和の時代までは良かった。中学校の
ころだから 50何年前に、聞いたことがある。4
号線を通るバスがあって「この地帯は養蚕地帯
で、⾮常に農家の⼈が裕福な地域です」とバス
ガイドさんが案内していると、そういう話を聞
いたことがあった。安い絹製品が中国から⼊っ
てきたり化学繊維が増えてきて需要がなくなっ
た。 
◎昭和から平成に変わったころから養蚕をやめ
て、この⿊ボク⼟で耕⼟が深いから、ゴボウ、
ダイコン、ニンジンなどの根菜類に適して、作
ればすごく売れた。 
◎どちらかというと重量作物。野菜でも重い作
物を作っていた。葉物は作らなかった。あまり
⽩菜だのレタスだのは⾒かけなかった。 
◎葉物に⽐べて⼿っ取り早いというのもある
し、耕⼟が深いから、それを利⽤できたことも
ある。 
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◎ダイコンが特に売れた時もあった。核家族化
しているから⼤根も細いのが売れる。東京へ出
荷するのに、相当出ていたが、ここで作るとで
っかい太い⼤根ができるので、そういうニーズ
がある京都へ出すようになった。京都は要する
にカブと⼤根を漬物に使う。それで向こうから
も期待された。次第にだんだん細くなってしま
って売れなくなった。 
◎やはりなんだかんだ⾔っても、相⼿に売れる
もの、相⼿が欲しがるもの、要するに市場と
か、あるいはニーズ、そういうものをきちんと
捉えて、相⼿の欲しいものを作らなくてはなら
ない。それから適地適作で作ることも⼤切。低
コストでいいものができるから。 
◎養蚕の歴史があって農家には、ほとんどの家
に蚕室（さんしつ）があるから、そこを利⽤し
て野菜の箱詰めとか作業ができた。 
◎蚕室の中でダイコン洗ったりニンジン洗った
りできたから。 
◎ダイコンはこの地区だけで⽇量 8000 ケースと
かやっていた。 
◎⼤型で 10台も 20 台ものトラックで京都まで
運んだ。 
◎トラック 1台で運んで⾏った分の売り上げ
で、帰りにトラックが１台買えるくらい。 
◎もう⼀つが企業の契約栽培のトマト。産地と
してやっていたが、でもやはり契約栽培は難し
くて、まさに需要と供給で、相⼿様が欲しいも
のを出していかないといけない。企業もそのこ
ろから海外進出が多くなってしまったので原材
料を海外から安く仕⼊れることができるように
なり、3年もたったらこんなに安くされるの
か。契約数を減らしてしまうのか、ということ
になって、結果的にダメになった。 
◎それからナス科の作物にも⼟地が合ってい
た。ナスは根っこがずっと下によく張る。⼲ば
つになっても深いところで⽔分を吸うことがで
きる。今もナスなどは依然として結構強く残っ

ている。 
◎ナス栽培も始まった時は値段が良かったが。 
 
３：桑地区での課題 
 
世代的な差異 
◎桑地区というのは、歴史もあるし、団塊の世
代の先輩たちが⾮常に元気でパワフルで活動的
なので、その下の我々の世代も負けずに頑張ろ
うかと思っている。 
◎まもなく 60歳になるが、学校とかが終わるの
がバブルの少し前ぐらいで、ちょっと景気がよ
くなっていたころなのでまわりの同級⽣は⾒事
なほど会社勤めになってしまって、農家や⾃営
業などは⾒事に少ない年代だと思う。70代ぐら
いの世代がすごくボリュームゾーンなので、余
計⼊りにくかったというのもあるのかもしれな
いけれど。⾃分のようにUターンして農業を継
いだというケースはあまりないと思う。 
◎73 歳でも農業者を並べると若いほう。 
◎農業者の集まりに⾏くと、いつまでいっても
若いって、60 になるのに若いと⾔われる。 
◎現時点で 60 は若い。平均年齢が 65 を超えて
いるから。 
 
新しい住宅に住む方からの苦情 
◎思川の⻄側の⽥んぼ地帯は、⼀⾯⽥んぼ。こ
っちの⽥んぼは⽤⽔路の周りに 1列に並んでい
る、少し広いところもあるが。それ以外はみん
な畑。畑は、⼀⾯の⽥んぼより、家が建ちやす
い。今の法律でいくと、本来は市街化調整区域
だから、住居は建たないわけだが。 
◎農地法の抜け道から家が建ってしまう場合も
あり、周りで農業をやっている⼈は、そこに家
が建つと当然、気を使うことになる。⺠家がで
きると、ホコリや農業機械の騒⾳など、苦情を
⾔われる。昔、20 年ぐらい前なら⽇曜の朝は、
周り⼀帯で草刈りのエンジン⾳が必ず鳴ってい
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た。兼業農家でもみんな、草刈りを⽇曜⽇にや
っていて、⽇曜の朝、夏場だったら 5 時ごろか
らエンジン⾳が聞こえていて、それが当たり前
の⾵景だった。しかし今、⽇曜⽇の朝にそんな
ことをやっていたら、うるさいと⾔って苦情が
出てくる。 
◎コンバインで稲刈りをやっていると「うるさ
い。⼦どもを寝かしているのに起きちゃう」と
いう苦情が市役所などに⼊ってくる。 
◎住宅団地周辺の畑などというのは、肥料をや
ると、洗濯物に肥料がかかったとか、⾞が⽩く
なったとかというクレームが出るそうで、肥料
を撒くのも気を使うという話も聞いている。野
辺焼きの灰が⾶んでも苦情になる。 
◎昔からいる農家の⽅が気を使わないといけな
い。 
 
遊休農地の問題 
◎⽥んぼ仕事ができなくなってからは、耕作で
きる⼈に⽥んぼを貸して、ついでと⾔ってはな
んだが、畑も無料で使ってもらっている。周囲
は、その⼈を頼って、多くの⼈が耕作してもら
っている。作業の⼿間などの理由もあって⻨を
つくることになると、⻨は⼀作で、⻨があるう
ちは⻘々と綺麗だが、収穫してしまうと、その
後の⼿⼊れは、貸している⼈も、あちらこちら
忙しく、まめに作業できないので、雑草の⼤草
原になったり荒れたりする。 
◎うちも借りていた時期があるが、住宅団地の
近くだったこともあり、ちょっと草が伸びてい
るとそこの住⺠の⽅から苦情がきたので返して
しまった。新たに耕作してくれている⼈も、他
にもあり、総⾯積が広いので、作業が間に合わ
ない。 
◎蕎⻨を作っている⽅は⼀年に⼆作つくるか
ら、耕すのはまめで作物を作ってあるところは
きれいに保たれているが、畑があるとしたら、
畑の周りは額縁みたいな感じで草が伸びてい

く。 
◎畑の中で四隅や周縁は、耕作機もあまり⾃由
に動けないから。 
◎種まきも他の作業も機械でやるから端までで
きないので、端を空けてしまうことになる。 
◎北飯⽥では、そんな状況が⽬⽴ってきてい
る。 
◎⼀⼈で多くを引き受けると、細かい管理はで
きなくなってしまう。 
◎他のところも同じ状況。⾼齢化して耕作でき
なくなって、まだ動ける⼈に貸していた⽥畑
が、借りていた⼈も、いろんな事情で厳しくな
って返されて、困っている。その⽥畑をどうす
るか。受⽫を⼤⾄急作らなくてはいけない段階
にきている。 
◎⽜の放牧なんてできないだろうか。まわりを
電柵にして。 
◎⽜は電柵に鈍感だから難しいかも。 
◎そうか。⽜の放牧でもできれば、⼦どもらが
来て絵描きでもさせて・・ということも考えら
れるが。 
◎桑地区全体の話として⼤切な問題。 
◎担い⼿が少なくなってくると、動ける少数の
⼈に集中していく。そうして、その⼈が厳しく
なると、もうどうしようもない。 
◎いよいよどうしようもないとき、さっき⾔っ
たように電柵が⼀番簡単でお⾦もかからないか
ら、遊休農地で⽜だとかヤギだとか飼うという
のも悪くないなと思っていた。 
◎ヤギは草を退治するから悪くはない。 
◎確かにそうだが、草が減るだけで⾦を⽣まな
いので持続しない。農業って⾦をどうにか稼げ
るから、こうやって専業の⼈も何⼈かやってい
られるので、稼げなくなったら、⽣きがいでや
っている年寄りの⼈は、まあそれはそれでいい
けど、もう続かない。 
◎環境のためとか、草がないほうがいいとか、
それはもちろんいいことなのだが、今までみん
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なが⼩さい規模ながらもやっていたのは、ある
程度は稼げたから。⾃給⾃⾜で⾃分で⾷べるも
のを作っていたという時代はそれでよかったん
だけど、今、農業を専業でやっているような⼈
は、それで稼ぎを上げているので。もちろん周
りに迷惑をかけないようにと多少は管理をしな
がら。 
◎細かいところまで⼿が回らないのも現実だ。 
◎草や環境保全がどうのこうのは、また別のア
クセスだと思う。農業という⽴場からしたら稼
げるのが前提。もしそこまで（環境云々）⾔わ
れるとしたら農業も喜んでやっているわけでは
ないところもある。 
◎年寄りがいる家は（作物を）作らなくても、
なんとか農地は維持している。その 70代以上が
リタイアしたり亡くなったりして⼦どもの代に
なると、農地を借りていたのであれば返すし、
⾃分の農地であれば⼀切やらなくなる。そうい
うケースが多い。 
◎作れる作物の違いにもよる。⽥んぼでは基本
的には⽔稲、稲。⽶であれば最近、減反の制限
とか多少あるにしても、もう機械化されて、儲
かる儲からないは横に置いておいて、どうにか
耕作はできる。畑で作るとなると、そういう機
械化でできるものがあまりない。⽔稲はできな
いので、陸稲はやってやれないことはないが、
今度は雑草の管理などが⼤変だし。⾦を稼ごう
と思うと野菜を作ろうということになるが野菜
は⼿作業がどうしても伴うので、簡単に⼤きな
⾯積はやれないという話になる。だから畑は、
根性決めてやっている⼈以外やらないし、続け
ない。 
◎畑は区画が⼩さいところが多いから集約も難
しく⼤型機械も⼊りにくい。 
◎⼤掛かりな⼟地改良や基盤整備をやらない
と。 
◎うちの⽔⽥は、きちんと区画整理して整備さ
れているが、それでも三⾓形や⼩さい⽔⽥など

がある。そういうところを今まで借りていた⼈
が、とても⾯倒くさくて効率が悪いというので
返し始まった。新たに誰も受ける⼈がいなく
て、そういうところが遊休農地化している。 
◎鉢形から向かいの萱橋あたりのそこそこ条件
のいいところは、みんな茨城の野菜屋さんが借
りてやっている。もう 4、5軒⼊っていると思
う。 
◎国分寺のねぎ屋さんが借りているところもあ
る。 
◎野菜は連作を嫌うものがあるので、条件のい
いところを何年か借りて、⼿を引いて。また次
に違う畑を借りるとか。借りるほうは⾃由で縛
りがないから。 
◎⼀時期、ゴボウ屋さんでそういうところがあ
った。 
◎ゴボウが⼀時ほど儲からなくなったから、そ
の⼿のゴボウ屋さんはいなくなった。 
◎畑は、やってくれないかと⾔われても、５畝
ではどうしようもない。 
◎畑は、集約が難しいのが課題。 
◎なんとかしなくちゃならないのは事実。 
◎⽥んぼを借りる借りないの問題も、いろいろ
ある。例えば⽔が同じ⽔量でも、同じお⾦かけ
ても、常によく⼊るところと、下のほうは⼊ら
ないところがある。下の、⽔が⼊らないところ
などは誰も借りたくない。 
◎電気ポンプで⽔を引くと、電気代も⾺⿅にな
らない。 
◎うちのほうは機械で⽔をあげるのと川をせき
⽌めてやるのと両⽅やっているが、堰だって作
るのに 5億円もかかる。堰の問題もあって、上
で⽔が⾜らないとき⽌められちゃうと、下に流
れてこなくなる。そういう時の調整をどうする
かなど、⼤きな課題はいっぱいある。 
◎でかい声じゃ⾔えないけど、うちのほうはも
うそんなに耕作者はいっぱいいるわけじゃない
から、年寄り数⼈と耕作やめたらポンプ⽌めち
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ゃえばいいんだけどという話も出ている。もう
⽶を作るのをみんなで⼀⻫にやめよう、と。ち
ょっと規模を⼤きくやっている⼈は別に⽶だけ
じゃなく他のものも作っているから。井⼾のポ
ンプを⼆つ⽌めれば、それだけで 500 万ぐらい
電気代が浮く。 
◎本当に、経費が嵩んで厳しい状況。 
 
経営上の課題 
◎桑地区は養蚕がずっと戦後盛んで、養蚕で⾷
ってきたのが、昭和の終わりとともに養蚕が駄
⽬になって、桑畑が要らなくなっちゃった。そ
れで結局、空いた畑に何を作ろうかということ
で、みんな⼀⻫に野菜を作り始めた。ちょうど
国の補助⾦などもあったので、みんなして、先
ほど⾔ったように作物を作っていた。だが現状
は⾼齢化とともにだんだんそういう⼿間を⾷う
野菜は厳しくなっていって、今は畑が空き始め
てしまったという実情。 
◎本当は市の⾏政とか、⼤きな法⼈でもでき
て、そういう⼈たちが教育しながら、常に動
向、ニーズを把握しながら、相⼿の欲しがるも
のを的確に供給できるようなシステムを作れ
ば、これは東京にも近いしうまくいくと思う
が。 
◎やり始める時は良いが、3年たつと他の産地
もいろいろやってくると、さらに洗練されたも
のが欲しくなる。それに対応できるような農業
者が、これからは必要。それをやっていかない
といけない。 
◎桑地区はずっと養蚕組合とか農協とか組織で
やってきた、零細経営では合ったが、組織に守
られて⾷わせていただいてきたという歴史があ
るから、個⼈個⼈の確⽴された経営は、どんな
に強くないのではないか。みんな⾃⼰完結にな
ってしまっていて、そういうことが災いしてし
まって、先に進むのがちょっと、茨城などに⽐
べると出遅れた感じもある。 

◎茨城はハシッコかった？ 
◎淘汰が早かったという⾯もあるのでは。 
◎やめる⼈がどんどん早く決断した。やってら
れないと⼩さい経営の⼈は辞めてしまって、茨
城の⼤きな⼈ばかりが淘汰されて残った。 
◎例えば、⽩菜。国の価格補填制度で、これ以
下に育った場合は、⾃分たちもお⾦を積んでお
くが、国のほうからも助成があって、いくらま
で価格が下がった場合はいくらまで補填します
という制度がある。こちらは組織を通して JAと
かそういうところでやっていたが、茨城は⼤き
な⾯積で栽培している個⼈でそれをやってい
た。今⾔った淘汰されて残った⼈がそういう制
度まで利⽤している。そういう農家はやはり強
い。 
◎ダイコンや何やで景気が良かった時代の後、
その後の切り替わりがうまくできていないの
が、桑地区の課題だと思う。 
◎後継者がいなかったことも⼤きいのか。 
◎後継者がいなかったというのは儲かる経営を
してなかったということではないか。それの裏
返しだと思う。ほかに稼ぎ場所があったという
のもあるのと、⼈間の寿命も延びていて、昔だ
ったら 55ぐらいになったら引退していたと思う
が、今は 80 になっても頑張っている⼈がいるの
で次の代に譲れない。 
◎次の代がいないから⾼齢者が頑張っていると
思う。 
◎ただ、桑地区は、いろんな栽培の変遷がある
が、個⼈個⼈が結構頑張って、個⼈個⼈がすご
く経営がよかった。だから、勝ち組負け組では
なくて、みんなけっこう平等にいった。その名
残もあるのかもしれないが、いまいち時代の変
化にはついていけなくて。 
◎そういう意味では、⼩⼭全体の課題かもしれ
ない。⽥んぼにしても、間中とか穂積あたりの
稲作地帯でも、3町歩から 4町歩ぐらいの⼈が
平均的。今はなかなかそれでは経営上駄⽬なん
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だけど。 
◎昔はそれで⼗分だった。ちょっと前までは⼗
分それで⾷べていけたので、その⾯積の⼈がい
っぱい残っちゃったという側⾯がある。 
◎鉢形から絹にかけても 100 町歩規模で⽶⻨や
ってる⼈もいる。そういう⼤規模農家って思川
の⻄側にはあまりいない？ 
◎兼業で 2町、3町って頑張っている⼈が多い
かな。 
◎あっちはだから、同じ規模どうしで集落営
農、共同の農作業をやるような組合が成⽴して
る。 
◎補助⾦があっても経営は⼤変だと思うが。 
◎桑は飯塚にあったが、⾃分でやれる⼈は抜け
ていってしまったようだ。 
◎⽶で⾷っていけなくなっているので、メイン
はトマトとかネギをやっている⼈になる。 
◎しかし、機械は⾼いし、古くなってくるし、
あんまり若い⼈が育ってないという問題もある
し。 
◎⽶で⾷っていけないのは深刻だ。昭和のころ
は⽶価 1万 8000 円。それが今、いいところ 1
万 2000 円ぐらい。この２年で農薬、除草剤、肥
料、こういうのがみんな倍になった。 
 
後継者問題 
◎うちは、息⼦が後を継ぐと⾔って、⼀緒に仕
事をしている。特に後を継ぐように説得したわ
けではなく、単に、経営の数字を⾒せてきた。
⾃分もサラリーマン辞めて農業やるとき、当
時、和⽜の売り上げが好調だったから、それで
決めた。年収 300 万ぐらいでサラリーマンをや
っていて、農家で年間何千万という⾦が動いて
いるのを⾒ていると農家に可能性を感じるは
ず。 
◎昔は農家の⻑男は継ぐもんだとという考えだ
ったが今はそうじゃないから。 
◎よほど本⼈が⾃分の意思をはっきり持ってい

ないと。 
◎この前、県内全域の 20代が 40 ⼈ぐらい集ま
るから話を 1 時間ぐらいしてくれと頼まれて話
をした。質問も熱⼼だしみんな熱かった。農業
をやると決めて挫けずに残っている若い世代は
みんな熱⼼。⼤規模化して法⼈化して・・と抱
負もある。 
◎うちにも先週⾦曜⽇に 30代前半の若い⼈が訪
ねてきて、いろいろ話をした。野⽊の⼈で⽶⻨
をやっていて、これからバリバリ広げていきた
いという希望を持っている。 
◎地域の中でそういう⼈が育ってくることを期
待する。 
◎もう桑地区の話からは外れていくが、⼤規模
な法⼈が県や市町村を超えてどんどん広がって
いく時代になってしまっている。今、この辺で
聞こえてくるのが、埼⽟のある会社は、今 300
町ぐらいやっているらしいが、そこが佐野にも
進出して、今度は野⽊に出てくる。 
◎要するにベンチャーみたいの組織で、若いや
る気のある⼈が結構うまくやっている。 
◎それは基本的にはマーケティングが⾮常にで
きていて上⼿ということ。 
◎情報管理も。 
◎これからは、農業そのものも、ビジネスとし
て地域の中で育つし、育てる必要性もかなり出
てくる。 
 
担い手不足ではなく土地あまりの状態 
◎「担い⼿不⾜」とよくいうが、担い⼿不⾜で
はなく「⼟地余り」というだけの話。農業やっ
て⾷っていけないので、⼟地が余る。農業で⾷
っていけるのであれば、⼟地の取り合いになる
はず。だけど⼟地が余っている。担い⼿が⾜り
ない、というのは、農産物が⾜りなくて、もっ
と必要だけど、それを作る担い⼿が⾜りない、
ということのはず。実際には、⽶も野菜も値段
が下がって、そして余っている。農産物が⾜り
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ないのなら、値段は上がるはず。輸⼊されてい
る農産物もあるが、それは値段のバランスから
の話で、国内産は、余っている。だから担い⼿
が⾜りないという捉え⽅は、おかしいのでは？ 
◎担い⼿不⾜だという発想なら、問題は絶対解
決しない。 
◎⽣業としての農業がうまくいけば最⾼で、農
業で⾷っていければ⼟地は余らないはず。 
 
集まって話す機会がない 
◎地区の農業者で、いろんな情報を共有できた
り、集まって話す機会が作れると良い。 
◎農家同⼠で集まることって全く無い。 
◎部会とかというのもあんまり無い。農協もだ
んだん⽀店がなくなって統廃合されたし。 
◎要するに、今⽇いろいろ話しているような、
こういう⾝近な話が意外とできてない。 
◎前は集落座談会と⾔って集落ごとに集まって
いたが、もう今はそれもできない。桑地区全体
の座談会にしても、それでもこの間 16 ⼈しか集
まらなかった。 
◎みんな問題は抱えているんだけど、そういう
場所に⾏くというのが意外とできなかったり。 
◎でかい問題もあるし、個⼈で抱えている⼩さ
い問題もいろいろ出てくるから。 
◎さっきも⾔ったように、昔は、団塊の世代の
上の世代、今の 80ぐらいの農家がたくさんい
た。公⺠館に集まれば、農家だけでもうワンヤ
ワンヤして、そこで酒でも飲みながらお互いに
情報交換が⾏われていた。それが年々農家が減
っていって、座談会をやっても数⼈しか集まら
なくなって。そうなると⼈のつながりも薄れる
し、情報も伝わらなくなる 。昔はそういう寄り
合いで⾃然と情報共有ができていた。 
 
４：農村部と都市部との繋がりについて 
 
◎都市部の⼈たちが気楽に交流を深めたり、も

う少し⽔をきれいにするような取り組みをした
りとか、楽しみながら来られる場所になるとい
いなとは思うが。果たしてどうしていけば良い
かというのはわからない。 
◎⽥園環境都市という考え⽅がどういうものか
はわからないが、都市と農村の交流というのを
主眼として置くのであれば、農業者としては、
それは勝⼿にやってくれというのが本⾳。観光
農園とかであれば、その考えも成⽴するかもし
れないが、農村部の地元を発展させよう、いろ
いろ改善していこうというのに、それだけでは
何の解決にもならない。特に稲作は⼀般の⼈が
来て、⽥植え、稲刈りのイベントをやっても、
それだけ。農家がいかに稼いでいけるかという
ことには結びつかない。だからそこの発想が、
⼀昔前ののどかな農村というようなイメージが
前提なら、それはもう成⽴しない。 
◎確かに慈善事業では農業はやっていけない。
そこはしっかり踏まえながら、例えば都市部の
⼈なども農村地帯に来て、梨とかブドウとか野
菜とか農家の庭先で⽐較的に安く買えるいい場
所だよというイメージでもできれば、なおいい
のではないかと思う。都市部の⼈も楽しみなが
ら農村部に来られるような、稼げる農業経営
が、あちこちにできれば⼀番いいかもしれな
い。 
◎先のことは誰も分からない。今は、農産物に
しても諸外国からどんどん安いものが⼊ってし
まっているが、この先、例えばそういうものも
⼊ってこなくなることもあるかもしれない。そ
ういう時に対応できるような体制とか⼈づくり
ができるといいと思う。 
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------------------------------------------------ 
４｜東⼭⽥上⾃治会 
⾃治会⻑会議の後、会⻑と⾃治会の皆さん 10 名に地区内 

をご案内していただきながら聞き取りを⾏った。 

実施：10 ⽉８⽇ 現地調査と聞き取り 

------------------------------------------------ 
◎人口と世帯数 
東⼭⽥は上と下の⾃治会に分かれ、令和４年
(2022 年)４⽉の合計⼈⼝は 226 ⼈、82 世帯。 
平成 25 年（2013）から 9 年の間に、⼈⼝はマイ
ナス 50 ⼈、世帯はマイナス７世帯。 
◎区域 
上⾃治会は、市街化調整区域であり農業振興地域
である。上下⽔道は概ね整備され、下⽔は合併処
理浄化槽または農業集合排⽔。 
 
◎弁天沼と西仁連川 
⻄仁連川の最上流。４ha？ 川が⼀級河川なので
国が県に管理を委託しているエリア。 
約 50 年ほど前。親の時代は⽔も豊かで美しく、
泳いで遊んでいた。真ん中の⼩島に⾈で⾏ったと
聞いている。ホタルも⾶び交い、サギソウも咲い
ていた。カラス⾙もいた。 
⻄仁連川は、かつては⽔害も起こし、低地にあっ
た下⾃治会の集落は、⾼台（今の位置）に移った
と聞いている。 
上流（下野市）に⼯業団地ができてから、地下で
沼に注ぎ込んでいた地下⽔を組み上げているの
か、⽔量がどんどん減り、弁天沼の⽔がなくなり、
ホタルはいなくなり、湿地性の植物も姿を消した。
⼤⾬の後に、少し⽔が溜まるくらい。⻤怒川の川
底をさらう⼯事があり、その影響でこちらの⽔位
も下がったという⼈もいる。 
川も普段は⽔量はほとんどなく、橋の上から覗く
と、ヨシなどのしげる合間合間に、所々に⽔⾯が
⾒える。カワセミが来ていて、地区の⼈がよく⽬
撃している。 
⽔が湧かなくなってから、沼にオオブタクサの繁

茂→⽉に１回の草刈りで除去を続けてきた。よう
やくほとんどが無くなり、今は、ヨシとススキが
増えた。 
沼の⻄半分は、⽔が無くなり⼟地が草ぼうぼうに
なってから産業廃棄物などのゴミの不法投棄が
増えていた。10 年前に（？）、地元の議員さんを
通して県に働きかけ、1300 万か 1500 万の予算を
かけて全て撤去。その後は、草刈りをまめにする
ようにして不法投棄もなくなっている。 
今も、５⽉から 10 ⽉の間は、⽉に１度、草刈り
を続けている。他の⾃治会からは「上は集まりが
多いね」と⾔われる。また、弁天沼周辺だけでは
なく、ゴミが少ない印象。地域の⼈が歩くときに、
⽬に着いたら必ず拾っている。この⽇もゴミ袋持
参で数名の⽅が拾っていた。 
道路に歩道がなかった頃は、通⾏する⾞からタバ
コのポイ捨てがあり、草はらが⽕事になったこと
もある。今は、沼側に歩道ができて⾞道との距離
が空いたため、その⼼配はなくなっている。 
今でも、⼤⾬が降ると、沼の北の⽅では、きれい
な⽔が湧いている。最近は確認をして⾏けていな
いが、２、３年前の、⽔が湧いている様⼦を会⻑
がスマホの動画に残している。 
道路沿いから⼊れる弁財天の祠は、⼟を盛って造
成して建てている。 
当⽇も、多くのトンボが舞っていた。まだ幼⾍が
孵化できる環境はある。「トンボの⾥」が地区の
まちづくりのコンセプト。 
 
◎山田神社 
⼤⾖畑、蕎⻨畑が広がる景⾊の中に林に守られて
神社がある。須賀神社の系列。参道の両脇の林も
下草がきれいに刈られ⼿⼊れされている。11 ⽉
第２⽇曜が⼭⽥神社の秋祭り。 
拝殿正⾯の上、⽊の彫り物（⿓）は、そのほとん
どが⻘や⾚で塗られており（実施年は不明）、そ
の⾊がさめてきている。地区の⽅達は、皆さん着
⾊がない⽅が良いというお考えでした。 
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本堂の中の御神体は、四⾯に素晴らしい彫刻があ
り、地区では、左甚五郎作として伝わっていた。
しかし、１⾯をのぞいて、３⾯の彫刻が施された
胴板が盗難にあい、今は１⾯しかない。盗難にあ
ったものの中には、鶏が籠の中に⼊っている絵も
あり、それは⼩⼭市内では須賀神社と⼭⽥神社に
しかなかったらしいとのこと。 
境内には、⼩さな祠があり、昔、流⾏病の時に作
られたもので、この祠（権現様）のおかげで、こ
の地区だけ病から守られたという⾔い伝えがあ
る。コロナ禍のピークの時など、御供物をしてい
る⼈もいた。井⼾もあるが、これは、近くでゲー
トボールが盛んに⾏われていたときに掘ったも
のとのこと。神社の南側には、縄⽂遺跡もある。 
 
◎農地と風景の変化 
⽔⽥と畑地が混在し、平地林も各所に残る。畑で
は、交互に作られるという⻨と蕎⻨、また⼤⾖が
栽培されている。退職後に、家に農地があるから
作物を作ろうと始める⼈も少なくはないそうだ。
地区の有志で無農薬で⼤⾖を作り、それで共同で
味噌づくりを⾏っている。条件の良いところに預
かってもらって、秋に分ける。⼿間が⼤変なので、
共同作業の味噌作りは今年までとして、来年から
はやりたい⼈が・・・というやり⽅になる予定と
のこと。 
30 年、40 年前くらいまでは、桑畑も多く、養蚕
を⾏っている家も多かった。他地区から嫁いでき
た⽅は、家がやっていなくても近所の家に⼿伝い
に⾏ったこともあるとのこと。「ここ、昔は桑畑
だったよね」というところが切り開かれて家にな
っていたりする。変化はあまり激しくはないが、
⾵景は変わってきている。 
当⽇、歩いた範囲では⾒られなかったが、少し離
れたところではソーラーパネルも⽴っていると
いう。 
公⺠館の近くに、複数の新しい住宅が並ぶエリア
がある。（地区の⽅は、東⼭⽥のビバリーヒルズ

と）全て１つの平地林だったところが売却され宅
地になったとのこと。 
 
◎北桜⾼校 
広い敷地と⾼校前の道路（⾞歩道分離と中央に植
栽帯）が印象的。道路は⾼校所有地ではないかと
のこと。以前は、地区住⺠との交流も盛んで、弁
天沼⼀帯での⽣態系調査や⽂化祭に招待された
りしていたが、今は、交流が途絶えている。 
 
◎山田沼 
農業⽤ため池。地区としては、鉢形と東⼭⽥上に
またがる。 
以前は、鯉の養殖が⾏われていたとのこと。また、
真冬は凍結し、⼦供たちはここで滑って遊んでか
ら学校へ⾏っていた。当⽇は、カモの群が泳いで
いたが、川鵜が集まり、潜って⿂をとっている⾵
景を⾒ることもあるとのこと。カメもいる。 
⿂釣り禁⽌の⽴て札が各所にあるが、当⽇も、数
名が釣り⽷を垂らしていた。ネット検索をしてみ
ると、ヘラブナ、ブラックバスを⽬当てに⼈がき
ているようだ。 
⼭⽥沼の南側の道路から、筑波⼭の⼆つの峰がき
れいに⾒える。元旦は、ここにきて、まちづくり
の仲間で、筑波⼭から昇る初⽇の出を拝んでいる。 
 
◎空き家の問題 
この数年で数がとても増えたということはない
が、空き家の状況が年々ひどくなっている。庭⽊
が伸びて道路に出てきて、敷地内の建物を隠して
⾒えなくなる。伸びてきた枝から枯れ枝の落下や
落ち葉が道路に降ってくるという問題もあるが、
懸念しているのは、繁る庭⽊や草のために、中が
⾒えにくくなり、犯罪が起こりやすくなったり、
ゴミ捨て場になりやすくなったりすること。家は
朽ちていくが、庭⽊は⾃然に朽ちていかない。そ
の管理が課題になっている。 
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◎ホタル 
地区内に蛍の幼⾍を育てている⼈がいる。公⺠館
近くの平地林にパイプで⾻格を組み、夏になると
そこに蚊帳をかけて、中に成⾍になった蛍を放ち、
⼦どもたちと観賞会をしている。弁天沼で⾃然の
蛍が復活することも、まちづくりの１つの⽬標。 
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3-2 アンケート調査結果（概要と考察） 

 
桑地区で実施したアンケートについて、ここで

は、主要な設問の結果について概要と考察を掲載
する。設問内容によっては、既に調査を終了した
他地区の結果との⽐較も⾏う。 
 質問票と、単純集計・クロス集計の詳細、⾃由
記述を書き出したデータは別添資料（アンケート
集計結果報告書）に掲載する。 
 
回答数/回答率について（再掲） 

・回答数 724 件  
内訳：無作為抽出 2500 世帯への 
   郵送による回答：630 
    インターネット回答：94 

・郵送での回収率 25.3％  
宛先不明での戻り 12 通を除外した 2488 を⺟数
として算出 

・集計有効数：706 件  締め切りを⼤幅に過ぎ 
て届いた等の 18 件を除外して 706 件で集計   

 
１：回答者の属性について 
 
1-1 設問【１】の集計結果 
 
-1 性別 
男性 38% :270 名    ⼥性 55% ︓389 名 

その他 1 名 無記⼊ 46 名  無効 0 
 
-2 年代 
70 代以上 17% 122 名  

39％ 60 代 22% 155 名 

50 代 18% 128 名  

36％ 40 代 18% 125 名 

30 代 18% 124 名  

24% 20 代以下 6% 43 名 

無記⼊ 9 名  無効 0 名 

 

 

 

-3 世帯⼈数（回答数が多い順） 
2 ⼈世帯  37% 261 名 

4 ⼈以上世帯 27% 192 名 

3 ⼈世帯 16% 115 名 

本⼈１⼈世帯 16% 114 名 

無記⼊ 24 名 無効 0 名 

 
-4 職業（回答数が多い順） 
会社員 35% 249 名 

無職 31% 220 名 

パート/アルバイト 17% 118 名 

⾃営業 5％ 35 名 

公務員 4% 29 名 

⾃営業 ３% 16 名 

学⽣ 1％ 10 名 

農業（専業） 1％ 8 名 

団体職員 1% 3 名 

農業（兼業） 1% ３名 

その他 19 名、無記⼊ 10 名 無効 4 名 

調査票での「無職」の表記は、「無職（退職者・主婦・ 

主夫等含む）」 

 

-5 お住まいの⼤字  
-6 地域活動の経験 
＞別添資料（アンケート集計結果報告書）に掲載 
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●出身地別の内訳 

集計結果を、⽣まれた県や市町でまとめ、その
割合を⾒ると、このような内訳になる。 
栃⽊県外で⽣まれた 36% 

65% 
栃⽊県内の他の市町で⽣まれた 29% 

⼩⼭市で 

⽣まれた 

他の地区 14% 
33% 

桑地区 19% 

 
●コメント欄の記述 

 桑地区に他所から移り住んで来た⼈やUターン
した⼈には、コメント欄にその理由を記⼊しても
らった。（コメント回答 534 件） 
主な理由を表に挙げ、コメント欄の記述から⼀部
を紹介する。 

コメント要旨 回答件数 

①仕事や職場の関係で 167 

②結婚に関する理由で 149 

③実家や親との関係で 92 

④⼟地や住宅が購⼊できて 72 

⑤その他の回答は、複合的なコメント 

「利便性の割りにのどかで⾃然がある」など 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●記入コメントより 

①仕事や職場の関係で 
◎埼⽟県に⽣まれ会社の転勤で⽻川に移り住んだ 
②結婚に関する理由で 
◎結婚を機に、パートナーの⽣まれ育った地域に
暮らすことにした 
③実家や親との関係で 
◎親と同居するため ◎親が農家で作業を⼿伝う
ため 埼⽟に住んでいましたが、家賃の関係で⼩
⼭に来ました。実家も近いため 
④土地や住宅が購入できて 
◎住宅を探していた時販売されていたので ◎⼩
⼭市内の桑地区に⼟地を所有(親が)していた為 
⑤その他 
◎利便性の良さを考えて移り住みました ◎職場
と義実家の間だったため ◎都会ほどの騒々しさ
は無いが利便性が良かった為。⼩⼭市中⼼部と⽐
べたら、⽐較的緑も多く、交通量もそんなにない
から、この地区に移住しました。 
 

-７ 桑地区との関わり〜回答が多い順（選択肢の⽂章は⼀部略） 
-------------------------------------------------------------------------------------------- 
1栃木県外で生まれ育ち、桑地区に移り住んだ。              235 名 （36%） 
-------------------------------------------------------------------------------------------- 
2栃木県内の他の市町で生まれ育ち、桑地区に移り住んだ。    201 名 （29％） 
-------------------------------------------------------------------------------------------- 
3小山市の他の地区で生まれ育ち、桑地区に移り住んだ。    98 名  （14%） 
-------------------------------------------------------------------------------------------- 
4桑地区で生まれて、一度も地区外で住むことなく、今に至る。72名  （10%） 
-------------------------------------------------------------------------------------------- 
5桑地区で生まれて、就職のために地区外へ出て、戻った。   36 名   （5%） 
-------------------------------------------------------------------------------------------- 
6桑地区で生まれて、進学で地区外へ。のちに戻った。     16 名   （2%） 
-------------------------------------------------------------------------------------------- 
7桑地区で生まれて、進学、就職で地区外へ。のちに戻った。  10 名   （2%） 
-------------------------------------------------------------------------------------------- 
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1-2 集計結果より 
 
●主たる回答者像について 
以上の結果より、主たる回答者像として、例え
ば「桑地区で⽣まれた 60 代以上の男性」など「地
元のシニア」という層が浮かびあがることはなく、 
各年代に万遍なく回答をいただけている。 
 これは、先に調査を終了した⼩⼭地区、⼤⾕北
部・中部地区と同様で、⼈⼝が多く、⾃治会回覧
ではなく無作為抽出により郵送でアンケート調査
を⾏うという⼿法の特性が反映された形となる。 
  
 先⾏調査地域を、A：⽥園地帯（⾃治会回覧を通
してアンケート実施）、B：都市化が進⾏している
地域（無作為抽出の郵送アンケート調査）に分け
て、回答者の属性を⽐較すると、下の表の通り。   
  A の地区では⾃治会からの回覧物は昼間に⾃宅
にいることも多い 60 代以上の⽅が対応すること
が多くあり、回答者の年齢層の分布に反映されて
いると推察する。 
  B の３地区では、回答者の属性がほぼ同じよう
な傾向があるが、地区との関わりを⾒た場合、県
外出⾝者の割合が、⼩⼭地区＞⼤⾕北中部＞桑地
区という順になり、⼩⼭地区と桑地区では 20％の
差異がある。桑地区は、市街化区域が⼀部にあり
喜沢と⽻川の住宅地もあるが、全体としては⼈の
流⼊や動きがさほど多くない農村地帯の特質も併
せ持つことの現れだと推察できる。 
 
南は⼤⾕南部地区、北中は⼤⾕北部・中部地区 

 A︓農村︓⾃治会回覧 B︓都市化進⾏︓郵送 

 ⽣井 豊⽥ 南 ⼩⼭ 北中 桑 

男性 

⼥性 

65% 

27% 

62% 

33％ 

66% 

27% 

45% 

52% 

46% 

50% 

38% 

55% 

60 代〜 

〜30 代 

75% 

 2% 

68% 

 5% 

69% 

4% 

46% 

18% 

33% 

26% 

39% 

24% 

地区出⾝ 

県外出⾝ 

66% 

11% 

60% 

10% 

62% 

13% 

17% 

58% 

14% 

50% 

19% 

36% 

 
 
●地区との関わり〜地区ごとの人口ビジョン検討 
 設問【１】の問(7)では、U ターンまたは、Iタ
ーンで移り住んだ⼈に対して、「その地区に戻って
きた/移り住んだ」理由について、⾃由記述で記⼊
する欄を設けており、そこからは、前ページで書
き出しているような、地区ごとの特性がある。 
 
 地区ごとの特性や、地区間での差異を整理して
いくことは、今後、地区ごとの未来ビジョンを策
定していく際に、そのベースとなるはずの「地区
ごとの⼈⼝ビジョン」検討の⼿がかりになると考
える。 
 桑地区のように⼀部に市街化地域があり、住宅
団地の開発が進み商業施設もあるエリアと、過疎
化が進むエリアをあわせ持つ地区では、これから、
住⺠の総意として、より⼀層の⼈⼝増加を望んで
いく場合は、Iターンした⼈が回答した、その理由
コメントに⾒られる、総じてまとめると「利便性
が低くない割に、⾃然がありのどかな環境が気に
⼊って」という声が具体的な施策の参考になると
考える。それとも、現在以上の開発は望まず、⼈
⼝増加政策は特に⾏わず、その分、少⼦⾼齢化社
会に適応するような施策を充実させていく⽅向性
を望むのか？ その場合も、アンケート【４】【５】
【７】で寄せられている⾃由記述の声が⼿掛かり
になっていくと考える。 
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２：⽣活圏について 
 
2-1 設問【２】の集計結果 
 
選択肢から１つを選ぶ 
-１仕事や学校へ通っている地域 

-２⽇常的な買い物や⽤事で出かける地域 
 
-1 仕事や学校へ -2 ⽇常的な買い物等 

⾏先 回答数 ⾏先 回答数 

桑地区 194 桑地区 349 

県内の他の市町 134 ⼩⼭地区（駅東） 99 

⼩⼭地区（駅東） 55 ⼩⼭地区（駅⻄） 98 

⼩⼭地区（駅⻄） 46 県内の他の市町 54 

宇都宮市 38 宇都宮市 27 

茨城県 31 茨城県 25 

東京都 21 ⼤⾕北中部地区 15 

埼⽟県 14 絹地区 5 

⼤⾕北中部地区 12 東京都 3 

間々⽥地区 9 埼⽟県 3 

絹地区 8 間々⽥地区 2 

⼤⾕南部 6 ⼤⾕南部 1 

群⾺県・千葉県 3 穂積地区・中地区 1 

豊⽥地区 2 豊⽥地区 1 

穂積地区・中地区 1 群⾺県・千葉県 1 

寒川地区・⽣井地区 1 寒川地区・⽣井地区 0 

その他 19 その他 4 

-1 無記⼊ 110 無効 2         -2 無記⼊ 10 無効８ 

 

2-2 集計結果より 
 
 仕事で出かける普段の⽣活圏について、無記⼊
と無効の回答を除く⺟数で⾒ると、回答者の
32.7％が桑地区であると回答し、⽇常的な買い物
や⽤事では、回答者の 50.7%が桑地区を挙げてい
る。⽇常的な⽣活範囲としては、2,3 ⼈にひとりは、
桑地区内でほぼ完結していることがうか 

 
 
選択肢から２つを選ぶ 
-３休みの⽇に「特別な買い物」「会⾷」「イベント」 

等でよく出かける地域  
-４休みの⽇に「⾃然の中でリフレッシュ」「アウ 
トドアスポーツ」等で出かける地域 
 

-3 特別な買い物や会⾷等 -4 ⾃然の中で・・・ 

⾏先 回答数 ⾏先 回答数 

⼩⼭地区（駅東） 255 県内の他の市町 371 

宇都宮市 249 桑地区 157 

県内の他の市町 228 茨城県 148 

⼩⼭地区（駅⻄） 198 宇都宮市 85 

桑地区 106 ⼩⼭地区（駅⻄） 58 

東京都 98 群⾺県・千葉県 53 

茨城県 54 ⼩⼭地区（駅東） 47 

埼⽟県 37 東京都 18 

⼤⾕北中部地区 16 絹地区 16 

群⾺県・千葉県 15 埼⽟県 14 

絹地区 12 間々⽥地区 8 

間々⽥地区 6 ⼤⾕北中部地区 5 

⼤⾕南部 5 豊⽥地区 5 

穂積地区・中地区 3 寒川地区・⽣井地区 5 

寒川地区・⽣井地区 3 ⼤⾕南部 2 

豊⽥地区 2 穂積地区・中地区 1 

その他 33 その他 65 

-3 無記⼊ 17 名 無効 3 名    -4 無記⼊ 93 名  無効 1 名 

 

 

がえる。 
また休みの⽇などの外出（買い物や余暇活動）

で訪れる「県外の市町」において、その内訳のコ
メントから（-3）上位は（下野市 52 /栃⽊市 45/
佐野市 29 ）、(-4)上位は（那須町 85 /⽇光市 66 /
下野市 55）と、グループインタビューでも語られ
ていたように下野市との繋がりが強い。 
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3-1 設問【3】の集計結果 
 
A認知度を把握する 
⑴地区のなりたちの歴史や、 

近隣に残る城跡や神社や 
寺の歴史、由緒、祭り等を 
知っていますか？ 

⑵地区にある公園、街路樹、 
平地林などについて 
知っていますか？ 

⑶地区内の農業について 
どのような地域でどのよ 
うな農業が⾏われている 
か知っていますか？ 
B関⼼度を把握する 
⑴地区のこのような歴史、 
祭り、伝統芸能に 
関⼼がありますか？ 
⑵地区に残る⾃然環境に 

関⼼がありますか？ 
⑶地区の農業に 

関⼼がありますか？ 
 
●年代別の集計結果 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

３：桑地区の地域資源への認知度・関⼼度 
 

 

 

 

⑴桑地区の歴史や寺社、城跡、祭りについて  単位は％（無記⼊、無効の数値は表に含まない        

 
知っている 知らない  

 

 

- 

- 

- 

- 

- 

- 

関⼼がある 関⼼がない 

よく まあ あまり 全く とても まあ あまり 全く 

全世代 15 78 38 56 

1 14 44 34 4 34 42 14 

20 代 0 2 35 65 2 37 35 26 

30 代 0 2 37 59 1 26 48 24 

40 代 1 10 42 42 4 40 36 15 

50 代 2 10 45 35 5 26 48 13 

60 代 1 25 50 18 3 29 46 7 

70 代〜 2 27 47 12 6 38 39 4 
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3-２ 集計結果より 
 
  桑地区の地域資源３項⽬について、全世代の認
知度については、他地区（右表）と⽐較して、歴
史的資源への認知度が低いことが浮き彫りになる。 
 農業への認知度についても、豊⽥地区、⼤⾕南
部地区に⽐べて低く、関⼼度は若⼲上がるものの、 
豊⽥ 57%>⼤⾕南部 45%>43％という並びになる。 
他の地区でも同様の課題ではなるが、地区の農業
に対して⾮農家の関⼼を⾼めていくことが、他の
設問の結果やグループインタビューでもあらわに
なったさまざまな課題の解決に向けての鍵となる
のではないかと考える。 

 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

●参考：４地区データ 

認知度は「よく/まあまあ知っている」、関⼼度は「とても/まあ

まあ関⼼がある」の合計数の割合％を記載。⼩⼭地区⑶は、市域

全体の農業について尋ねている。単位は%。北中・南は⼤⾕地区。 
 

   
 
 
 
 
 
 
４：地域の困りごと 

⑵桑地区の公園、街路樹、平地林などについて 単位は％ (無記⼊、無効の数値は表に含まない) 

 
知っている 知らない  関⼼がある 関⼼がない 

よく まあ あまり 全く とても まあ あまり 全く 

 

全世代 

28 65 57 35 

3 25 47 18 11 46 28 7 

20 代 5 23 35 37 14 42 30 14 

30 代 0 17 49 32 4 44 36 13 

40 代 2 20 55 18 13 50 24 9 

50 代 4 23 48 18 13 41 33 6 

60 代 3 35 47 9 12 38 32 3 

70 代〜 7 31 43 7 13 46 23 1 

 
⑶桑地区の農業について    単位は％  (無記⼊、無効の数値は表に含まない)                        

 
知っている 知らない  関⼼がある 関⼼がない 

よく まあ あまり 全く とても まあ あまり 全く 

全世代 25 69 43 52 

2 23 43 26 6 37 38 14 

20 代 0 14 35 49 7 37 37 16 

30 代 0 13 42 44 3 35 36 23 

40 代 0 17 50 29 8 36 38 14 

50 代 4 26 39 23 5 34 41 13 

60 代 2 32 44 16 13 41 27 5 

70 代〜 6 31 41 11 8 40 34 5 

 

 豊⽥ ⼩⼭ 北中 南 

⑴歴史 認知度 52 27 11 29 

関⼼度 50 54 33 33 

⑵⾃然 認知度 40 39 29 39 

関⼼度 45 65 48 48 

⑶農業 認知度 37 25 18 49 

関⼼度 57 51 34 45 
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４：解消したい困りごと 
 
４-1 設問【４】の集計結果 

 
質問「あなたが「無くしたい」「解消したい」「解 

決したい」と考える桑地区の困りごとは、どんなこ 
とでしょう？」̶̶  グループインタビューでの成 
果をもとに設定した選択肢を⽤意し、その中から３ 
つ選んで回答する設問とした。 
 
●回答が多い順（数字は回答⼈数・無記⼊などは不記載） 

１公共交通の不便さ・・・ ・・・・・・・・・204 
２⼦どもが外遊びできる場所の減少・・・・・・167 
３道路（幅の狭さ・繋がり具合）状況の悪さ・・145   
４買い物の不便さ・・・・・・・・・・・・・・117 
５空き家・空き地の増加・・・・・・・・・・・111 
６地域活動の担い⼿、後継者不⾜・・・・ ・96   
７医療機関の不⾜・・・・・・・・・・・・ 93 
８地域の集まりや寄り合い・・・・・・・・ 91 
９昔からの⾵習・・・・・・・・・・・・・ 86 
10 交通渋滞・・・・・・・・・・・・・・・85 
11 路上などのゴミや⼩⾒出しマナーの悪さ・810 
12 ⼈⼝減少・・・・・・・・・・・・・・・・65 
13 選択肢が少ない教育環境・・・・・・・・・61 
14 選択肢が少ない働く場所・・・・・・・・・58 
15 地域でのコミュニケーションの不⾜・・・・57 
 

   
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

16 農業の担い⼿・後継者不⾜・・・・・・・・56 
17 治安の悪化・・・・・ ・・・・・・・・ ・51 
18 騒⾳などの住環境への影響・・・・・・・・44 
19 祭りや伝統芸能の担い⼿・後継者不⾜・・・36 
20 台⾵や⼤⾬による被害（道路の冠⽔など）・ 28 
 

●ジャンル別の割合 
その他と無記⼊を除いた選択肢を、５つの領域

に分けて全体に占める割合を⽰す。 

⽣活環境に関すること 28.7% 
交通や移動に関すること 26.7% 
地域コミュニティに関すること 17.2% 
教育環境や就労に関すること 16.5% 
⼈⼝減少担い⼿・後継者不⾜ 10.9% 

 
４-2 集計結果より 
 

⽣活環境（利便性）、交通や移動に関する諸問題 
が切実な困りごととなっている。買い物について 
は 117 名が不便とする⼀⽅で、次の設問では 213 
名がその利便性を守りたいものとして挙げている。 
地区の中でも市街化区域で商業施設も多いエリア 
とそうでない所がある実情の反映と⾔える。年代 
別では 40歳以下で「⼦どもの外遊び環境の減少」 
が最多または２番⽬であることに注⽬したい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

●年代別の集計結果（選択肢の⾔葉は⼀部省略または⾔い換え。全年代で上位の項⽬、年代で差があるものを⾊⽂字にしている） 

20 代  43 名 30 代 124 名 40 代 125 名 50 代 128 名 60 代  155 名 70 代以上 122 名 

１道路状況の悪さ   

２外遊び場の減少             

３限られた働く場所            

３交通渋滞                                  

４買い物の不便さ                           

５⼈⼝減少                   

５公共交通が不便                  

６昔からの⾵習          

６空家・空地の増                    

７ゴミの問題        

1 外遊び場の減少         

2 公共交通が不便 

3 道路状況の悪さ  

４交通渋滞           

5 地域の集まり             

6 買い物の不便さ                   

7 限られた教育環境       

8 昔からの⾵習          

８医療機関の不⾜                    

９ゴミの問題     

1 外遊び場の減少      

2 公共交通が不便             

3 道路状況の悪さ  

4 昔からの⾵習                

5 限られた教育環境             

6 地域の集まり           

7 空家・空地の増               

7 買い物の不便さ                    

８医療機関の不⾜              

９交通渋滞       

１公共交通が不便                    

２道路状況の悪さ  

３買い物の不便さ                 

４治安の悪化                 

４医療機関の不⾜             

５地域担い⼿不⾜         

５地域の集まり           

６空家・空地の増         

６外遊び場の減少     

７交通渋滞                 

１公共交通が不便     

２地域の担い⼿不⾜         

３空家・空地の増       

４道路状況の悪さ 

５ゴミの問題     

６外遊び場の減少 

７コミュニ・・・    

８地域の集まり  

９買い物の不便さ          

10 昔からの⾵習   

１公共交通が不便                  

２空家・空地の増           

３買い物の不便さ                     

４医療機関の不⾜               

５コミュニ・・・       

６活動の担い不⾜    

７道路状況の悪さ 

８外遊び場の減少      

９ゴミの問題 

10 農業の後継者不⾜    
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５：⼤切に守り継ぎたい地域の宝 
 
5-1 設問【5】の集計結果 
 
 質問「あなたが「⼤切に守っていきたい」と考え 
る桑地区の⼩さな⾃慢は何でしょう？」 
グループインタビューの成果をもとに設定した選択 
肢を⽤意し、その中から３つ選んで回答。 
 
●回答が多い順（数字は回答⼈数） 

１街路樹や公園、平地林などの⾃然・・・・・243 
２買い物の利便性・・・・・・・・・・・・・213 
３地域に残る歴史ある史跡、神社やお寺・・ 199  
４まちなみや景観・・・・・・・・・・・・ 137 
５交通の利便性・・・・・・・・・・・・・ 131 
６地域の農業・・・・・・・・・・・・ ・・121   
７公⺠館で⾏われる祭りやイベント・・・・・93 
８消防団や⾃治会など地域の互助活動・・・・87 
９各地域に残る歴史ある建物や古⽊・・・・・82 
10 各地域に残る祭りや⾵習、伝統芸能・・・・71 
11 趣味やスポーツの地域のサークル・・・・・58 
12 地域の商業・・・・・・・・・・・・・・・23 
12 地域の⼯業・・・・・・・・・・・・・・ 23 
0 その他・無記⼊・無効は記載していない 
１ 
 
 
 
 
 
 
 

地域に残る歴史ある史
跡、神社やお寺・・・・
164 

２消防団や⾃治会活動など助け合い活動・・・・
122 

２街路樹や公園、平地林など然・・・・・・122   

３各地に残 
●ジャンル別の割合 
その他と無記⼊を除いた選択肢を、６つの領域 
に分けて全体に占める割合を⽰す。 

歴史的な地域の資源     23.8% 
利便性が良いこと 23.2% 
地域に残る⾃然環境 16.4% 
地域コミュニティの繋がり 16.1% 
地域の産業 11.3% 
地域の景観 9.2% 

 
 
5-2 集計結果より 
 
  ジャンルに分けて割合を出すと上の表のような
結果になるが、地域に残る⾃然環境については、 
「街路樹や公園、平地林の⾃然」の選択肢単体で
の数字で選択肢別では最多の⽀持となっており、
関⼼度は⾮常に⾼いと⾔える。また、年齢別の集
計で、年代によって⼤きな差が出たのは、消防団
や⾃治会などの地域の互助活動についてである
（下の表、⾚字）。60 代以上が、その⼤切さへの
⽀持や理解度が⾼い。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

●年代別の集計結果（選択肢の⾔葉は⼀部省略または⾔い換え、同数のものは同じ順位。⾊⽂字については全ページ同様） 
20 代 43 名 30 代 124 名 40 代 125 名 50 代 128 名 60 代  155 名 70 代以上 122 名 

１残っている⾃然 

２買い物の利便性             

３歴史ある史跡等    

４交通の利便性                 

４まちなみや景観            

５地域の農業                

６公⺠館イベント       

７祭りや伝統芸能       

７古い建物や古⽊     

７地域のサークル       

１買い物の利便性                

２残っている⾃然 

３まちなみや景観               

４交通の利便性                

５地域の農業                 

６歴史ある史跡等     

７公⺠館イベント      

８古い建物や古⽊      

８地域の互助活動    

８祭りや伝統芸能    

１残っている⾃然 

２買い物の利便性            

３まちなみや景観               

４歴史ある史跡等 

５地域の農業                  

６交通の利便性                

７祭りや伝統芸能      

７古い建物や古⽊       

８公⺠館イベント       

９地域の互助活動 

９地域のサークル         

１残っている⾃然 

２歴史ある史跡等 

３買い物の利便性              

４まちなみや景観               

５地域の農業                  

６交通の利便性               

７古い建物や古⽊       

７祭りや伝統芸能     

８公⺠館イベント       

９地域の互助活動              

１歴史ある史跡等  

２残っている⾃然 

３買い物の利便性             

４交通の利便性                

５地域の互助活動 

５地域の農業                  

６公⺠館イベント       

７まちなみや景観               

８祭りや伝統芸能      

８古い建物や古⽊    

１歴史ある史跡等  

１残っている⾃然 

２買い物の利便性 

３地域の互助活動 

４地域のサークル 

４交通の利便性   

５公⺠館イベント  

６古い建物や古⽊  

７地域の農業 

８祭りや伝統芸能 
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６：暮らしの価値観 
 

⼤問【６】として、個⼈の暮らしの中での充⾜ 
感や豊かさをどう考えているかを問う質問を設け 
た。これは、SDG s の推進や持続可能な地域社会 
運営の構築を考える際に、⽣活者の価値観とそれ 
に基づく⾏動様式の考察も必要不可⽋であると 
いう⾒地からの対応となる。 
⑴については、全国的な傾向と⽐較するために 

内閣府が実施している「国⺠⽣活に関する世論調 
査」（１現在の⽣活について⑷現在の⽣活の充⾜感）と選 
択肢を同じくしている。同調査では、この質問は、 
昭和 49 年（1974）から継続されているので、経 
年での国⺠意識の変容も確認することもできる。 
⑴⑵については、⽥園部・都市部の調査結果が 

出揃ってからの⽐較検討のデータとするため、こ 
こでは単純集計の結果の掲載にとどめる。 
 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 
 
6-1 設問【6】の集計結果 

 
⑴ 「⽇頃の暮らしの中で「充⾜感を感じる」の 
は、どんな時ですか？」＊選択肢から３つ選んで回答 
 
●回答者が多い順（数字は回答⼈数） 

１ゆったりと休養している時・・・・・・470 
２家族だんらんの時・・・・・・・・・・414 
３趣味やスポーツに熱中している時・・・383 
４友⼈や知⼈と会合、雑談している時・・293 
５仕事に打ち込んでいる時・・・・・・・191 
６勉強や教養などに⾝を⼊れている時・・ 87 
７社会奉仕や社会活動をしている時・・・ 57 
その他 24 名、無記⼊ 21 名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑵「あなたにとって「豊かさを感じる幸福な暮らし」は、どのようなことでしょうか？  
豊かさや幸福の実現に「最も⼤切だと思うもの」は？」 ＊選択肢から３つ選んで回答 

 

●回答者が多い順（数字は回答⼈数） 

1 ⼼も体も健康でいられること・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・465 
2 好きなことをする時間のゆとりがあること・・・・・・・・・・・・・・・・・・324 
3 好きなことができるだけのお⾦や資産のゆとりがあること・・・・・・・・・・・314    
4 ⽼後、災害、犯罪や戦争などの⼼配がなく、安⼼して安全に暮らせること・・・・273   
5 ⾃然に恵まれた環境の中で、またはその近くで暮らせること・・・・・・・・・・138                            
6 家族や親戚、友⼈や地域の⼈たちと助け合って⽣活すること・・・・・・・・・・134              
7 モノはあまり所有せずに、できるだけシンプルに⾝軽に暮らせること・・・・・・100    
8 家庭菜園や花づくりなど、⼟に触れる時間があること・・・・・・・・・・・・・ 79                      
9 家電や⾞など物質的に満ち⾜りた環境で暮らせること・・・・・・・・・・・・・ 66                 
10 困っている⼈の役に⽴てる活動や、地域、社会の役に⽴てること ・・・・・・・ 39            
11 住んでいる地域でつくられている農産物や商品が⼿に⼊る環境で暮らすこと・・・37 
12 情報や商品が⼿に⼊りやすく⽂化芸術に触れる機会が多い都会で暮らせること・・24 
13 ⽇本各地、世界各国の農産物や商品が⼿に⼊る環境で暮らすこと・・・・・・・・9  
14 地域の伝統や⽂化を絶やさず継承し、次の世代に引き渡す活動ができること・・・5                     
15 社会的な地位を築き、名が知れた存在になること ・・・・・・・・・・・・・・ 1   
その他 5 名 無記⼊ 18 名 
 
 
 
 
 
 



Ⅲ 簡易社会調査による報告   

 
 

66 

７：望ましい⼩⼭市の都市環境のあり⽅ 
 
７-1 設問【7】の集計結果 

 
質問：「最後に、⼩⼭市のこれからのまちづくり 

について、お考えやご意⾒をお聞かせください」 
⑴ 20 年後、30 年後の望ましい⼩⼭市の都市環 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

境のあり⽅について、ご意⾒をお尋ねします。 

AからGそれぞれについて、選択肢の中からお 
考えに合うものを選び、番号を［回答欄］にご記 
⼊ください。 (後略） 
選択肢①そう望む②どちらかといえば望む③どちらかと 

⾔えば望まない④望まない⑤わからない 

 

 

 

  

 

●支持・共感者が多い順（「そう望む」「どちらかと⾔えば望む」の割合の合計が⾼い順。（）内は「そう望む」割合） 

＊選択肢の⽂末「・・・⼩⼭市」は省略 

１ 92% (71） (F)公共交通機関の整備や、徒歩や⾃転⾞で安全・快適に移動できるまちづくりが進む 
２ 87% (53) (B)地域の農業が⼤切にされ、地産地消が進み、市域内の⾷料⾃給率が上がっている 
３ 86% (49） (E)空き家の改修や利活⽤が進み、あるものを⼤切にした住宅整備やまちづくりが進む 
４ 82% (47)  (C)環境保全型の農業によって⾃然環境も良好に保たれ、コウノトリも増えている    
５ 81% (49） (G)⾞社会に対応して、駐⾞場やバイパスの整備など、⾞での移動が快適になる       
６ 75% (41） (A)商業・⼯業が発展し、⼯業団地も増え経済的な成⻑や活⼒が重んじられている    
７ 70% (37） (D)空き地や平地林などに新しい宅地開発が進み、定住する若い世代や移住者が増える 
 
●「そう望む」の割合が高い項目               ●「望まない」の割合が高い項目 

１ 71％ (F)公共交通機関の整備や・・・   １ ９%  (D)空き地や平地林などに新しい宅地・・ 
２ 53%  (B)地域の農業が⼤切にされ・・・  ２ ４%  (A)商業・⼯業が発展し、⼯業団地も・ 
３ 49%  (E)空き家の・・／(G)⾞社会に・・  ３ ３％  (G)⾞社会に対応して・・ 
４ 47%  (C)環境保全型・・・              ４ ２％ （C）環境保全・・／(E)空き家の利活⽤・・
（G）⾞社会に・・ 
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●年代別の回答結果 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  20 代 30代 40代 50代 60代 70～ 全体 

A 商業・⼯業が発展

し、⼯業団地も増え経

済的な成⻑や活⼒が重

んじられている  

そう望む 47 32 34 46 46 47 41 
75 

どちらかと言えば望む 30 39 33 33 39 28 34 
どちらかと言えば望まない 9 15 15 8 6 3 9 

13 
望まない 7 7 5 2 3 1 4 

B 地域の農業が⼤切に

され、地産地消が進

み、市域内の⾷料⾃給

率が上がっている  

そう望む 65 51 47 58 60 48 53 
87 

どちらかと言えば望む 28 37 39 32 33 33 34 
どちらかと言えば望まない 2 2 5 2 1 1 2 

3 
望まない 0 2 2 1 1 0 1 

C 環境保全型の農業

によって⾃然環境も良

好に保たれ、コウノト

リも増えている 

そう望む 63 34 46 48 52 49 47 
82 

どちらかと言えば望む 21 48 36 35 34 30 35 
どちらかと言えば望まない 5 5 2 2 6 2 4 

6 
望まない 0 3 6 2 2 0 2 

D 空き地や平地林な

どに新しい宅地開発が

進み定住する若い世代

や移住者が増える 

そう望む 47 37 32 38 39 34 37 
70 

どちらかと言えば望む 35 40 30 36 30 30 33 
どちらかと言えば望まない 7 11 13 9 10 14 11 

20 
望まない 0 7 14 10 12 5 9 

E 空き家の改修や利活

⽤が進み、あるものを

⼤切にした住宅整備や

まちづくりが進む 

そう望む 63 43 54 49 52 42 49 
86 

どちらかと言えば望む 33 48 30 37 35 38 37 
どちらかと言えば望まない 0 4 2 5 3 5 4 

6 
望まない 0 2 4 1 1 1 2 

F 公共交通機関の整備

や、徒歩や⾃転⾞で安

全・快適に移動できる

まちづくりが進む 

そう望む 74 69 70 76 77 62 71 
92 

どちらかと言えば望む 16 30 22 19 17 21 21 
どちらかと言えば望まない 5 0 2 1 3 0 1 

1 
望まない 0 1 1 0 0 0 0 

G ⾞社会に対応し

て、駐⾞場やバイパス

の整備など、⾞での移

動が快適になる  

そう望む 65 56 50 52 50 31 49 
81 

どちらかと言えば望む 21 35 33 34 32 31 32 
どちらかと言えば望まない 7 6 8 5 10 15 9 

12 
望まない 0 2 5 2 3 4 3 
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7-２集計結果より 
 
●本設問の趣旨 
 本設問は、⽥園環境と都市環境の調和が取れた
未来の⼩⼭市のあり⽅を考えていくにあたり、そ
の基盤となる「産業、宅地開発、交通政策」につ
いて、各地区ごとに「積極的⽀持/共感」から「不
⽀持」の軸の上で、市⺠の考えを確認していくも
のである。項⽬としてあげたことは、これまでの
グループインタビューでも語られているように
「開発か⾃然環境保全か」「⼯業優先か農業優先か」 
などの「⼆者択⼀」で語るのは⾮常に難しい側⾯
がある。「未来の⼦どもたちのために⾃然環境は残
したいが、開発もして⼈を呼び込まないと地域が
廃れてしまう」など、多くの市⺠の意識には「ど
ちらか」では割り切れないある種のジレンマが存
在する。それではどうするか？という⼩⼭市の未
来へ姿と、そこへの道のりを市と市⺠で意⾒交換
を重ねながら探っていくのが、未来ビジョンの策
定であり、そのための参考資料として、本設問の
結果はディティールを読み解きながら活⽤してい
くものとしたい。 
 
●結果の概観 

7 項⽬は、A/G/Dがどちらかというと「開発志
向」の内容となっている。⼤きな差異が出たわけ
ではないが、同じ設問で調査を終えた他の地区(豊
⽥地区・⼩⼭地区・⼤⾕北部中部地区・⼤⾕南部
地区)と同様に、総じて、開発志向の「商業・⼯業
が発展し経済的に発展すること」「平地林や空き地
に宅地造成を進めること」などの項⽬より、「農業・
環境保全を⼤切にすること・空き家などあるもの
の利活⽤をすること」への⽀持・ 共感が⾼い傾向
にある。また、桑地区では、⾞社会としての利便
性（項⽬（G））より、⾞がなくても移動しやすい
環境を望む声(項⽬（F））が、（「そう思う」「どち
らかと⾔えばそう思う」の合計で）10％の開きで
上回っていることにも着⽬しておきたい。 

年代による差異では、若い世代や新規住⺠のた
めの住宅整備を、どのように⾏うかについて尋ね
た項⽬（D）(E)の 20 代の意識に注⽬したい。 
（D）「空き地や平地林などの宅地開発を⾏う」に
「そう思う」という積極的⽀持は、20 代が最多
47％で、40 代が最少 32%であり、15％の開きと
なっている。（E)「空き家の改修や利活⽤が進み、
あるものを⼤切に」に「そう思う」という積極的
⽀持は、やはり 20 代が最多で 63％、最少は 70 代
以上で 42％と、20％の開きが出ている。⼤きな差
異では無いが、若い世代が積極的な開発より、あ
るものを⼤切に利活⽤していくことに価値をおく
傾向の⼀端が窺える。 
 
 
7-3 ⾃由記述の内容について 
 
【７】では下記のように⾃由記述の欄も設けた。    
（２）最後に、お考えやご提案を⾃由にお書きください。

＊例えば、上記の A から G であげた例以外に、20年後、

30 年後の望ましい⼩⼭市の都市環境のあり⽅として、

お考えがありましたら教えてください。＊また、⼩⼭駅

周辺の都市環境を持つエリアも、それを取り込む⽥園環

境が広がるエリアも、バランスと調和がとれ、より良い

関係を作りながら持続可能なまちづくりを進めていく

ために、⼩⼭市が⼤切にしていくべきこと、具体的なご

提案など、⾃由にお書きください。 

 
322 名から回答があり、別添の「アンケート集

計結果報告書」では、回答をテーマごとに掲載し
た。複数の項⽬の記述がある場合は分割して掲載
している場合もあり、また、明らかな誤りと認識
できる表記は書き換えているが、基本的には原⽂
のままの記載としている。 
 次⾴からは、まず、⾃由記述全件の解析から⾒
えるキーワードの紹介と、次に、分類したテーマ
と、⼀部のテーマについては、コメント内容の概
要を記し、いくつかのご意⾒を紹介する。 
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１｜都市環境のあり方について 
 
1-1 自然環境や気候変動等について (10 件） 

⾃然災害が多発する状況下での不安や、地域だ
けでは弱者を守れないので⾏政の取組みに期待す
る声、また、気候変動の原因についても視野に⼊
れながら、緑地を増やすことや公園の活⽤に関す
るご意⾒が多い。  
◎⾃然災害が多発する時代、⾼齢者や体の不⾃由
な⽅々をどう守っていったら良いのか、地域だけ
では無理かと思いますので、⾏政と専⾨家での話
し合い等を持ち、よりよい⽅法を⾒出して、地域
の⽅々と寄り添い解決できたらと思います。 
◎転居してきたころは緑が多く、⾝近で森林浴が
できると考えていましたが、現在は商業地や新し 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
い住居が⽴ち並び、⽊陰もほとんどなくなりまし
た。残念でなりません。これ以上、緑等の⾃然地
がなくなりませんように。 
 
1-2 田園環境と都市環境の調和・連携について（15
件） 

 平地林保全を望むご意⾒と、⽥園環境・都市環
境の調和や連携についてのご意⾒に⼤別される。 
◎⼩さな平地林でも開発の名⽬で伐採せず、残す。
個⼈屋敷の⼤⽊も残して、守ること。⼩⼭市の発
展・⼈⼝増を計るなら、⼩⼭駅から 1〜2km 以内
に⾼層ビルを造り、⼈⼝増となるが、周辺には⾃
然が多く残るよう⾏政⼒を発揮してほしい。 
◎⼈が集まる所は都市環境エリアに限定しないで、
⽥園エリアにも魅⼒ある施設が点在していたほう

【７】の⾃由記述欄（30 年後へのご意⾒）に寄せられたコメント全件で多⽤された⾔葉を、１つの 
参考として紹介する。 
テキストマイニングという解析ツールによるキーワードの抽出で、基本的には、⼤きく表⽰されたものほ 
ど、語られた回数が多くなっている。ただし、「⼀般的な⽂書でよく使⽤される単語（思う。考える。私、
など）は統計処理の際の重み付けを軽くし、⼀般的な⽂書ではあまり出現しないが（おーバスのように） 
調査対象の⽂書だけによく出現する特徴のある単語は重視する」という処理⽅式を⾏っている。 

 
アンケート調査【７】30 年後の⼩⼭市のあり⽅についてのご意⾒ 11,335 字から抽出（※ユーザーローカル AI テキストマイニングに

よる分析（ https://textmining.userlocal.jp/ ） 

 
 
















